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は
じ
め
に

立
正
佼
成
会
（
以
下
、
佼
成
会
）
は
、
一
九
三
八
（
昭
和
一
三
）
年
に
霊
友
会
か
ら
分
派
し
て
成
立
し
た
教
団
で
、
庭
野
日
敬

（
一
九
〇
六
─
一
九
九
九
）
を
開
祖
、
長
沼
妙
佼
（
一
八
八
九
─
一
九
五
七
）
を
脇
祖
と
し
、
法
華
経
に
よ
る
双
系
の
先
祖
供
養
と

心
の
切
り
替
え
に
よ
っ
て
運
命
を
転
換
し
、
人
格
完
成
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
新
宗
教
で
あ
る
。

佼
成
会
で
は
一
九
七
九
年
に
韓
国
ソ
ウ
ル
に
「
連
絡
所
」
と
い
う
拠
点
を
設
置
し
、
布
教
に
着
手
し
た
。
一
九
八
二
年
に
連
絡
所

か
ら
教
会
に
昇
格
し
た
。
日
本
の
宗
教
団
体
が
韓
国
で
法
人
格
を
と
る
こ
と
が
難
し
く
、
一
九
九
七
年
に
在
家
仏
教
韓
国
立
正
佼
成

会
と
し
て
任
意
団
体
登
録
し
て
独
立
自
主
団
体
と
な
り
、
一
九
九
八
年
に
日
本
の
佼
成
会
と
姉
妹
結
縁
し
た
。
姉
妹
団
体
と
い
う
も

の
の
、
韓
国
佼
成
会
は
日
本
の
本
部
と
密
接
な
関
係
の
も
と
に
布
教
を
展
開
さ
せ
て
い
る
。
信
者
は
一
〇
〇
％
現
地
韓
国
人
で
あ
り
、

異
文
化
布
教
で
一
定
程
度
の
成
果
を
あ
げ
て
い
る
。
韓
国
佼
成
会
の
展
開
に
お
い
て
は
、
元
在
日
韓
国
人
で
あ
る
、
李
一
家
の
役
割

が
大
き
い
。
そ
の
展
開
過
程
に
つ
い
て
の
詳
細
は
、
拙
稿
「
韓
国
に
お
け
る
立
正
佼
成
会
の
展
開
過
程
─
─
日
本
宗
教
で
あ
る
こ
と
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の
困
難
と
在
日
韓
国
人
に
よ
る
現
地
韓
国
人
布
教
」［
渡
辺
二
〇
〇
五
］
を
参
照
し
て
い
た
だ
き
た
い
が
、
日
本
派
遣
の
教
会
長
時
代

を
へ
て
、
一
九
八
六
年
か
ら
佼
成
会
本
部
に
よ
っ
て
「
現
地
人
に
よ
る
現
地
人
布
教
」
と
い
う
方
針
が
出
さ
れ
た
。
同
年
、
日
本
生

ま
れ
の
在
日
韓
国
人
で
あ
る
李
福
順
（
一
九
三
六
年
生
、
佼
成
会
の
選
名
は
京
子
）
が
支
部
長
に
任
命
さ
れ
、
草
創
期
か
ら
韓
国
佼

成
会
に
か
か
わ
っ
て
き
た
娘
の
李
幸
子
（
一
九
五
八
年
生
）
と
二
人
三
脚
で
布
教
を
展
開
し
て
き
た
。
李
福
順
は
二
〇
〇
二
年
に
教

会
長
、
李
幸
子
は
事
務
全
般
を
取
り
扱
う
総
務
部
長
に
な
り
、
二
〇
〇
九
年
一
一
月
に
福
順
は
教
会
長
を
退
き
、
幸
子
が
教
会
長
に

就
任
し
た
。

二
〇
〇
〇
年
の
海
外
教
会
長
・
拠
点
長
会
議
に
韓
国
佼
成
会
側
が
提
出
し
た
ペ
ー
パ
ー
で
は
、
今
後
の
布
教
課
題
と
し
て
、
次
期

リ
ー
ダ
ー
育
成
、
壮
年
部
、
婦
人
部
教
育
、
布
教
体
制
の
確
立
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
た
後
に
、
反
日
感
情
が
根
強
く
残
っ
て
い
る
韓
国

で
、
佼
成
会
の
教
え
は
い
く
ら
仏
教
の
教
え
で
あ
る
と
い
っ
て
も
布
教
に
困
難
が
あ
る
こ
と
、
民
族
性
の
濃
い
仏
教
文
化
の
中
で
、

佼
成
会
が
在
家
仏
教
、
現
代
仏
教
、
生
活
仏
教
と
ア
ピ
ー
ル
す
る
の
は
容
易
で
な
い
こ
と
に
言
及
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
韓
国
佼
成

会
は
こ
れ
ま
で
は
日
本
の
佼
成
会
を
コ
ピ
ー
し
て
き
た
が
、
今
度
の
課
題
は
韓
国
仏
教
文
化
と
出
合
い
、
何
を
誕
生
さ
せ
て
い
く
か

が
課
題
で
あ
る
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

日
本
に
ル
ー
ツ
を
も
つ
宗
教
運
動
が
、
韓
国
と
い
う
異
文
化
で
布
教
を
展
開
し
て
い
く
た
め
に
は
、
い
く
つ
か
の
こ
と
を
解
決
し

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
は
適
応
課
題
と
よ
ぶ
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
、
ホ
ス
ト
社
会
や
文
化
と
の
葛
藤
を
解
決
し
な
が

ら
、
い
か
に
し
て
孤
立
せ
ず
、
ま
た
そ
の
中
に
埋
没
せ
ず
、
自
ら
の
宗
教
運
動
と
し
て
の
独
自
性
を
保
持
し
つ
つ
韓
国
と
い
う
異
文

化
社
会
に
適
応
し
て
い
く
か
と
い
う
課
題
で
あ
る（
１
）。

韓
国
の
場
合
、
そ
れ
に
は
、
①
言
葉
の
壁
の
克
服
、
②
現
地
の
祈
祷
・
祈
願
信

仰
へ
の
対
応
、
③
教
義
・
儀
礼
・
実
践
の
異
質
性
の
稀
釈
、
④
仏
教
、
キ
リ
ス
ト
教
、
シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム
（
巫
俗
）
と
の
摩
擦
の
回
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避
、
⑤
社
会
的
認
知
の
獲
得
が
あ
る
が
、
こ
れ
ら
に
加
え
て
韓
国
独
自
の
も
の
と
し
て
、
⑥
反
日
感
情
へ
の
対
応
（
日
本
性
、
こ
と

に
植
民
地
支
配
を
想
起
さ
せ
る
よ
う
な
も
の
の
回
避
）
と
い
う
課
題
が
あ
る
。

韓
国
佼
成
会
の
場
合
、
信
者
は
全
員
韓
国
人
で
あ
り
、
す
べ
て
韓
国
語
が
使
わ
れ
て
い
る
。
言
葉
の
壁
の
克
服
に
つ
い
て
は
、
日

本
語
と
韓
国
語
の
両
語
に
精
通
し
た
李
幸
子
と
い
う
存
在
が
大
き
い
。
ま
た
、
李
福
順
も
苦
労
の
末
、
現
在
で
は
韓
国
語
に
不
自
由

は
な
く
な
っ
て
い
る
。
本
稿
で
は
、
適
応
課
題
群
の
う
ち
教
義
・
儀
礼
・
実
践
の
異
質
性
の
稀
釈
に
関
す
る
課
題
と
反
日
感
情
へ
の

対
応
に
つ
い
て
、
主
に
み
て
い
く
こ
と
に
す
る
。

第
一
章
で
は
、
日
本
の
植
民
地
支
配
に
起
因
す
る
反
日
感
情
の
存
在
に
か
か
わ
る
日
本
性
の
稀
釈
の
問
題
と
現
地
様
式
の
取
り
入

れ
の
様
相
に
つ
い
て
、
第
二
章
で
は
、
佼
成
会
の
教
え
と
実
践
の
中
核
部
分
を
占
め
る
先
祖
供
養
が
韓
国
の
宗
教
文
化
と
葛
藤
す
る

様
子
や
そ
れ
へ
の
現
実
的
状
況
適
合
的
対
応
の
あ
り
方
に
つ
い
て
言
及
す
る
。
第
三
章
で
は
、
韓
国
人
信
者
か
ら
み
た
文
化
的
違
和

感
の
所
在
を
検
討
し
、
か
つ
二
〇
〇
七
年
三
月
に
完
成
し
た
教
会
の
リ
フ
ォ
ー
ム
（
増
改
築
）
後
の
変
化
に
つ
い
て
述
べ
る
。
文
化

的
異
質
性
の
稀
釈
、
現
地
様
式
の
取
り
入
れ
と
い
う
、
韓
国
で
受
容
し
や
す
く
す
る
試
み
と
と
も
に
、
ど
う
し
て
も
変
え
る
こ
と
の

で
き
な
い
も
の
の
場
合
、
そ
の
や
り
方
を
変
容
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
内
実
を
持
続
さ
せ
る
と
い
う
試
み
も
み
ら
れ
る
。
な
お
、

第
一
章
と
第
二
章
は
、
日
本
生
ま
れ
の
元
在
日
韓
国
人
で
あ
り
、
日
本
と
韓
国
の
双
方
の
文
化
に
精
通
し
、
か
つ
韓
国
佼
成
会
の
中

心
を
担
っ
て
い
る
李
福
順
と
李
幸
子
か
ら
の
聞
き
取
り
を
主
体
に
構
成
し
、
第
三
章
は
、
生
ま
れ
も
育
ち
も
韓
国
で
あ
る
生
粋
の
韓

国
人
か
ら
の
聞
き
取
り
に
基
づ
い
て
い
る
。
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一　

文
化
的
異
質
性
の
稀
釈

韓
国
と
日
本
と
の
関
係
は
歴
史
的
に
規
定
さ
れ
て
お
り
、
韓
国
佼
成
会
の
展
開
の
歴
史
を
み
て
も
、「
日
本
の
宗
教
で
あ
る
こ
と

の
困
難
」
が
あ
っ
た
［
渡
辺
二
〇
〇
五
］。
韓
国
佼
成
会
が
仏
教
系
で
あ
る
こ
と
は
布
教
に
あ
た
っ
て
有
利
な
条
件
で
あ
る
が
、
ま
ず

意
識
的
に
行
っ
た
こ
と
は
、
日
本
性
の
稀
釈
で
あ
る
。
文
化
的
異
質
性
の
稀
釈
に
は
、
韓
国
の
場
合
、
反
日
感
情
の
存
在
と
か
か
わ

る
日
本
性
の
稀
釈
と
現
地
様
式
の
取
り
入
れ
の
二
つ
の
側
面
が
あ
る
。

１　

日
本
性
の
稀
釈

韓
国
と
日
本
と
の
関
係
で
は
、
古
く
は
豊
臣
秀
吉
の
朝
鮮
出
兵
、
そ
し
て
「
日
帝
時
代
」
と
呼
ば
れ
る
一
九
一
〇
年
の
韓
国
併
合

か
ら
一
九
四
五
年
の
日
本
の
敗
戦
に
至
る
ま
で
の
三
六
年
間
に
わ
た
る
日
本
の
植
民
地
支
配
と
い
う
マ
イ
ナ
ス
な
出
来
事
が
あ
る
。

こ
と
に
後
者
は
韓
国
側
に
と
っ
て
は
、
恨
（
ハ
ン
）
に
満
ち
た
屈
辱
の
時
代
だ
っ
た
。「
内
鮮
一
体
」
と
い
う
同
化
政
策
の
も
と
、

母
国
語
の
禁
止
と
日
本
語
使
用
の
強
制
、
創
氏
改
名
が
実
施
さ
れ
た
。
京
城
（
ソ
ウ
ル
）
の
南
山
頂
上
近
く
に
建
て
ら
れ
た
朝
鮮
神

宮
を
は
じ
め
と
し
て
、
各
地
の
都
市
や
地
域
に
大
小
さ
ま
ざ
ま
な
神
社
が
建
立
さ
れ
、
皇
民
化
政
策
の
一
環
と
し
て
、
参
拝
が
強
要

さ
れ
た
［
伊
藤
一
九
八
五
：
二
六
］。
こ
う
し
た
背
景
の
も
と
、
反
日
感
情
を
引
き
起
こ
さ
な
い
よ
う
韓
国
佼
成
会
で
は
日
本
性
の
稀

釈
が
行
わ
れ
た
。

ま
ず
第
一
に
、
佼
成
会
が
所
与
の
経
典
と
す
る
法
華
経
の
経
典
は
韓
国
に
拠
点
が
で
き
た
時
に
、
東
国
大
学
教
授
に
よ
る
翻
訳
経
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典
が
す
で
に
準
備
さ
れ
て
い
た
。
こ
れ
は
一
年
ほ
ど
し
か
使
わ
ず
、
そ
の
後
書
店
で
見
つ
け
た
韓
国
の
僧
侶
が
書
い
た
ハ
ン
グ
ル
の

法
華
三
部
経
を
用
い
て
い
る
。
法
華
三
部
経
は
韓
国
に
も
あ
る
著
名
な
経
典
な
の
で
、
こ
の
点
で
違
和
感
を
減
少
さ
せ
て
い
る
。
ま

た
、「
南
無
妙
法
蓮
華
経
」
の
題
目
も
「
ナ
ム
ミ
ョ
ウ
ポ
ッ
プ
ヨ
ン
フ
ァ
ー
ギ
ョ
ン
」
と
韓
国
語
読
み
で
あ
る
。

第
二
に
、
経
典
か
ら
日
本
由
来
の
菩
薩
や
神
名
を
除
去
し
た
。
佼
成
会
の
青
経
巻
と
い
わ
れ
る
経
典
に
は
、
法
華
三
部
経
に
入
る

前
の
「
勧
請
」
の
部
分
で
、
日
蓮
大
菩
薩
、
八
幡
大
菩
薩
、
七
面
大
明
神
と
い
っ
た
日
本
由
来
の
菩
薩
や
神
々
が
勧
請
さ
れ
る
。
日

蓮
大
菩
薩
は
日
蓮
宗
の
開
祖
、
八
幡
大
菩
薩
は
豊
臣
秀
吉
の
朝
鮮
侵
略
の
際
に
掲
げ
ら
れ
た
旗
に
書
か
れ
て
い
た
神
名
で
あ
る
。
七

面
大
明
神
と
は
、
身
延
山
地
に
あ
る
七
面
山
に
祀
ら
れ
て
い
る
日
蓮
宗
の
守
護
神
で
あ
る
。
韓
国
で
は
こ
れ
ら
は
除
か
れ
、
佼
成
会

の
開
祖
、
脇
祖
に
ち
な
む
「
庭
野
家
御
守
護
尊
神
」、「
長
沼
家
御
守
護
尊
神
」
と
い
う
部
分
も
削
除
さ
れ
て
い
る
。

第
三
に
、
日
本
に
由
来
す
る
神
仏
や
人
物
の
「
命
日
」
の
名
称
を
韓
国
人
が
受
け
入
れ
や
す
い
よ
う
に
変
更
し
た
り
、
削
除
し
た
。

佼
成
会
で
い
う
命
日
と
は
、
寺
院
で
い
う
縁
日
に
あ
た
る
意
味
が
あ
り
、
教
会
に
参
拝
す
る
特
別
の
日
と
さ
れ
て
い
る
。
二
〇
〇
七

年
三
月
以
前
は
、
韓
国
佼
成
会
の
命
日
は
、
毎
月
一
日
（
初
命
日
）、
四
日
（
開
祖
命
日
）、
五
日
（
虚
空
蔵
菩
薩
命
日
）、
一
〇
日
（
観

世
音
菩
薩
命
日
）、
一
五
日
（
釈
迦
牟
尼
仏
命
日
）、
一
八
日
（
薬
王
菩
薩
命
日
、
韓
国
に
大
本
尊
が
入
っ
た
日
）、
二
八
日
（
教
会

命
日
）
だ
っ
た
。
か
つ
て
日
本
の
本
部
で
は
五
日
、
一
〇
日
、
一
四
日
、
一
五
日
、
二
八
日
が
命
日
で
あ
っ
た
。
一
〇
日
は
日
本
で

は
「
脇
祖
命
日
」
で
あ
る
が
、「
観
世
音
菩
薩
命
日
」
に
名
称
を
変
え
た
。
一
四
日
の
「
七
面
大
明
神
命
日
」
は
、
日
本
由
来
の
神
々

な
の
で
、
韓
国
で
は
削
除
し
た
。
二
八
日
の
「
八
幡
大
菩
薩
命
日
」
は
、
八
幡
大
菩
薩
は
前
述
の
と
お
り
、
韓
国
で
は
使
う
こ
と
は

で
き
な
い
の
で
、
二
八
日
は
「
教
会
命
日
」
と
い
う
名
称
で
行
っ
た
。
韓
国
教
会
に
と
っ
て
の
記
念
日
で
あ
る
一
八
日
は
韓
国
で
ポ

ピ
ュ
ラ
ー
な
「
薬
王
菩
薩
命
日
」
と
し
た
。
こ
の
よ
う
に
、
命
日
の
由
来
を
日
本
的
な
も
の
か
ら
、
韓
国
人
に
と
っ
て
受
け
入
れ
や
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写真３　開祖庭野日敬の写真
写真の下には韓国語の「会員綱領」

写真２　脇祖長沼妙佼の写真
日本の着物を洋服に変更。写真の下には

韓国語の「三帰依」

写真１　教会道場の様子（2004年）
式典での供養。宝前に向かって左に庭野日敬の写真，右に長沼妙佼の写真が

掲げてある。天井に下げてあるのは花祭りの提灯
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す
い
名
称
に
変
更
し
た
。

第
四
に
、
日
本
の
佼
成
会
の
教
会
に
は
、
教
団
の
創
設
者
で
あ
る
庭
野
日
敬
と
長
沼
妙
佼
の
写
真
が
「
ご
宝
前
」（
仏
壇
）
の
左

右
に
飾
ら
れ
て
い
る
（
写
真
１
、２
、３
参
照
）。
妙
佼
の
写
真
は
日
本
式
の
着
物
を
着
て
い
る
の
で
、
日
本
統
治
時
代
を
思
い
起
こ

さ
せ
る
。
か
つ
て
は
庭
野
日
敬
の
写
真
の
み
を
掲
げ
、
長
沼
妙
佼
の
写
真
は
仏
壇
の
中
に
入
れ
て
い
た
が
、
一
九
八
七
年
に
新
道
場

が
で
き
た
の
を
き
っ
か
け
に
、
日
本
の
着
物
を
洋
服
に
変
え
た
絵
を
描
い
て
も
ら
い
、
そ
れ
を
写
真
に
と
っ
て
掲
げ
る
よ
う
に
な
っ

た
。第

五
に
、
宝
前
の
あ
り
方
に
つ
い
て
で
あ
る
。
初
期
に
は
曼
荼
羅
と
い
っ
て
掛
け
軸
の
本
尊
だ
っ
た
が
違
和
感
が
あ
る
の
で
、
仏

像
に
し
た
。
ま
た
、
日
本
の
に
お
い
が
し
な
い
よ
う
に
、
飯
水
茶
の
下
に
日
本
式
の
受
け
皿
を
置
か
な
い
よ
う
に
し
た
。
仏
具
は
韓

国
の
伝
統
仏
教
で
つ
か
う
真
鍮
の
仏
具
を
用
い
た
。
ま
た
、
韓
国
で
は
生
米
を
あ
げ
る
の
で
、
真
鍮
の
入
れ
物
に
米
を
入
れ
て
供
え

る
な
ど
、
宝
前
の
見
た
感
じ
の
日
本
性
を
稀
釈
し
て
、
伝
統
仏
教
方
式
を
採
用
で
き
る
と
こ
ろ
は
採
用
し
て
い
る
（
写
真
４
、５
参

照
）。な

お
、
日
本
性
の
稀
釈
が
か
な
わ
ず
、
韓
国
で
受
け
入
れ
る
こ
と
が
難
し
い
も
の
に
、
守
護
神
（「
御
守
護
尊
神
」）
が
あ
る
。
こ

れ
は
、
礼
拝
対
象
物
に
関
す
る
こ
と
な
の
で
、
現
地
で
変
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
本
尊
に
つ
い
て
は
、
日
本
の
本
部
の
儀
式
課
で

検
討
し
た
上
で
、
現
在
、
ア
ジ
ア
地
域
は
金
の
仏
像
に
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
上
位
の
守
護
神
の
形
式
に
つ
い
て
は
、
ま
だ

手
が
つ
け
ら
れ
て
い
な
い
。
守
護
神
は
神
社
形
式
で
、
神
体
と
し
て
鏡
が
入
っ
て
い
る
の
で
、
日
帝
統
治
下
の
神
社
を
連
想
さ
せ
る

（
写
真
６
参
照
）。
韓
国
佼
成
会
で
は
、
守
護
神
は
よ
ほ
ど
で
な
い
と
祀
る
こ
と
は
難
し
い
と
考
え
て
お
り
、
積
極
的
に
は
す
す
め
て

い
な
い（
２
）。
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写真５　仏像の大本尊と新しい方式の宝前（2004年）
飯水茶の下には日本式の受け皿はなく，

手前に韓国の真鍮の入れ物に生米が盛られている

写真４　韓国連絡所時代の宝前（1979年）
当時の大本尊は曼荼羅。飯水茶の下には日本式の受け皿があり，手前には神道風の
三方がある。左の額入り写真は朴正煕大統領。右側には庭野日敬の写真がある
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２　

現
地
様
式
の
取
り
入
れ
と
変
容

韓
国
佼
成
会
で
は
、
伝
統
仏
教
で
行
っ
て
い
る
こ
と
を
取
り
入
れ
て
い
る
。

①
毎
日
の
教
会
で
の
供
養
の
前
に
、
会
歌
と
と
も
に
、
伝
統
仏
教
で
共
通
に
歌
う
仏
讃
歌
を
歌
う
。
②
韓
国
の
寺
で
は
、
説
法
を

聞
き
に
行
く
習
慣
が
あ
り
、
信
者
は
何
か
よ
い
話
を
聞
き
た
い
と
い
う
気
持
が
あ
る
の
で
、
命
日
に
教
学
の
講
義
を
入
れ
る
。
③
伝

統
仏
教
で
は
、
参
拝
者
に
昼
食
を
出
す
の
で
、
そ
れ
に
な
ら
っ
て
昼
食
を
出
す
。
④
涅
槃
会
（
二
月
一
五
日
）、
釈
尊
降
誕
会
（
四

写真６　教会長李家の宝前
右手の短冊状のものは総戒名，左手は宅地因縁。
中央は本尊（金色），その下右手にある

神社風のものが，守護神
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月
八
日
）、
成
道
会
（
一
二
月
八
日
）
と
盂
蘭
盆
会
（
七
月
一
五
日
）
は
、
も
と
も
と
佼
成
会
で
も
行
う
行
事
で
あ
る
が
、
新
暦
で

は
な
く
、
伝
統
仏
教
に
合
わ
せ
て
旧
暦
で
行
う
。
⑤
釈
尊
降
誕
会
（
旧
四
月
八
日
）
は
花
祭
り
と
も
い
い
、
伝
統
仏
教
で
は
盛
大
に

祝
わ
れ
、
そ
の
際
、
提
灯
が
奉
納
さ
れ
る（
３
）。

佼
成
会
で
も
信
者
か
ら
の
発
案
で
布
教
初
期
か
ら
花
祭
り
の
提
灯
を
天
井
に
つ
る
し
て

い
る（
４
）（

写
真
１
参
照
）。
佼
成
会
で
も
花
祭
り
は
最
大
の
行
事
で
あ
る
。
⑥
盂
蘭
盆
会
で
は
、
お
盛
り
も
の
は
ビ
ビ
ン
バ
な
ど
韓
国

の
食
べ
物
を
供
え
る
。
⑦
冬
至
（
旧
一
二
月
二
〇
日
）
の
時
に
、
韓
国
の
習
慣
で
、
伝
統
仏
教
で
は
カ
レ
ン
ダ
ー
を
配
る
の
で
、
佼

成
会
で
も
一
九
九
四
年
か
ら
カ
レ
ン
ダ
ー
を
作
成
し
配
る
よ
う
に
な
っ
た
（
七
〇
〇
部
）。
⑧
韓
国
は
全
国
統
一
試
験
で
の
大
学
入

試
が
行
わ
れ
る
が
、
伝
統
仏
教
で
は
受
験
生
の
た
め
の
一
〇
〇
日
祈
願
と
全
国
統
一
入
試
が
実
施
さ
れ
る
日
に
祈
願
供
養
を
行
っ
て

い
る
。
佼
成
会
で
も
信
者
の
要
望
で
、
二
〇
〇
二
年
か
ら
入
試
の
祈
願
供
養
を
開
始
し
た
。
な
お
、
佼
成
会
で
は
、
申
し
込
み
の
あ
っ

た
受
験
生
の
名
前
を
戒
名
室
に
か
け
て
お
き
、
受
験
当
日
に
は
受
験
生
の
名
前
を
読
み
上
げ
て
祈
願
す
る
。
⑨
厄
払
い
祈
願
供
養
の

実
施
。
サ
ム
ジ
ェ
と
い
い
、
立
春
の
日
か
そ
の
前
日
に
、
該
当
す
る
干
支
の
人
の
厄
払
い
を
す
る
。
厄
年
に
当
た
る
人
は
寺
に
行
っ

て
布
施
を
し
た
り
、
韓
国
の
シ
ャ
ー
マ
ン
で
あ
る
ム
ー
ダ
ン
の
所
に
行
っ
て
厄
払
い
を
し
て
も
ら
う
。
厄
は
三
年
間
続
く
。
⑩
焚
き

あ
げ
供
養
の
実
施
。
伝
統
仏
教
で
行
っ
て
い
る
も
の
で
、
仏
具
、
お
札
な
ど
の
処
理
を
す
る
た
め
に
焚
き
あ
げ
を
す
る
。

伝
統
仏
教
で
は
こ
の
よ
う
に
や
っ
て
い
る
が
、
な
ぜ
佼
成
会
で
は
し
な
い
の
か
と
い
う
信
者
か
ら
の
声
や
、
伝
統
仏
教
の
寺
で
は

こ
う
や
っ
て
い
る
か
ら
、
韓
国
佼
成
会
に
も
取
り
入
れ
た
ら
ど
う
か
と
い
う
提
案
を
、
吟
味
し
て
取
り
入
れ
て
い
る
。
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二　

佼
成
会
式
先
祖
供
養
と
韓
国
の
宗
教
文
化
と
の
葛
藤

佼
成
会
が
韓
国
に
布
教
し
て
い
く
に
あ
た
っ
て
、
漢
字
文
化
、
仏
教
文
化
、
先
祖
を
敬
う
儒
教
文
化
は
、
文
化
的
連
続
性
と
い
っ

た
点
で
メ
リ
ッ
ト
で
あ
っ
た
が
、
反
面
、
日
本
か
ら
き
た
仏
教
団
体
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
デ
メ
リ
ッ
ト
で
あ
り
、
か
つ
佼
成
会
の

特
徴
の
、
在
家
仏
教
、
現
代
仏
教
で
あ
る
こ
と
は
、
理
解
さ
せ
る
こ
と
が
難
し
か
っ
た
。

韓
国
の
仏
教
の
場
合
、
一
般
的
に
は
寺
は
山
奥
に
あ
る
。
佼
成
会
が
寺
な
ら
ば
、
な
ぜ
寺
が
町
中
に
あ
る
の
か
。
伝
統
仏
教
の
寺

で
は
、
伽
藍
が
あ
っ
て
二
四
時
間
お
詣
り
が
で
き
る
。
佼
成
会
は
何
時
に
あ
け
て
何
時
に
し
め
る
と
い
う
の
が
決
ま
っ
て
い
る
。
寺

に
は
出
家
僧
が
い
る
が
、
佼
成
会
に
は
い
な
い（
５
）。

儀
式
・
儀
礼
を
僧
侶
で
は
な
く
、
一
般
の
生
活
し
て
い
る
人
が
や
る
の
で
お
か
し

い
と
感
じ
る
。
伝
統
仏
教
の
寺
で
は
、
毎
月
一
日
、
一
五
日
は
参
詣
日
で
、
僧
侶
の
説
法
を
聞
い
て
、
そ
れ
か
ら
寺
院
で
出
さ
れ
た

昼
食
を
食
べ
て
帰
る
。
そ
の
時
持
っ
て
行
く
の
が
米
と
蝋
燭
と
布
施
で
あ
る
。
佼
成
会
で
は
命
日
も
多
く
、
法
座
で
の
修
行
も
強
調

さ
れ
る
の
で
、
行
く
回
数
が
多
い
。
な
ぜ
こ
ん
な
に
頻
繁
に
寺
（
佼
成
会
）
に
行
く
の
か
と
い
う
こ
と
も
聞
か
れ
る
。
佼
成
会
が
仏

教
系
で
あ
る
こ
と
は
韓
国
人
に
受
容
を
促
進
す
る
プ
ラ
ス
の
要
因
で
は
あ
る
が
、
伝
統
仏
教
と
比
較
し
た
場
合
、
佼
成
会
で
は
教
会

を
参
詣
の
場
と
し
て
ば
か
り
で
は
な
く
、
生
活
実
践
の
た
め
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
場
と
し
て
位
置
づ
け
て
い
る
こ
と
に
も
相
違
点
が
あ

る
。こ

れ
ま
で
み
て
き
た
よ
う
に
、
韓
国
佼
成
会
で
は
伝
統
仏
教
で
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
選
択
的
に
受
容
し
、
か
つ
「
日
本
か
ら
の

宗
教
で
あ
る
こ
と
」
で
反
日
感
情
を
刺
激
し
な
い
よ
う
、
日
本
的
な
も
の
、
と
く
に
日
帝
支
配
時
代
の
こ
と
を
思
い
出
さ
せ
る
よ
う
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な
要
素
は
極
力
排
除
し
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
佼
成
会
の
教
え
の
根
本
に
か
か
わ
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
そ
の
基
本
を
変
容
さ

せ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
の
場
合
、
韓
国
人
信
者
を
説
得
、
納
得
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
実
質
を
と
り
な
が
ら
、
状
況
適
合
的

に
変
容
さ
せ
て
い
る
も
の
が
あ
る
。

１　

佼
成
会
の
先
祖
供
養
を
理
解
さ
せ
る
こ
と
の
難
し
さ

在
家
仏
教
で
あ
る
こ
と
は
、
佼
成
会
の
信
仰
の
根
幹
に
か
か
わ
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
基
本
に
あ
る
の
は
、
自
ら
の
手
で
自
ら
の

先
祖
を
供
養
す
る
と
い
う
先
祖
供
養
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
。
韓
国
の
宗
教
状
況
に
つ
い
て
は
、
伝
統
的
に
は
儒
教
、
仏
教
、
シ
ャ
ー

マ
ニ
ズ
ム
が
あ
り
、
そ
れ
に
加
え
て
、
近
年
キ
リ
ス
ト
教
が
大
幅
に
躍
進
し
て
い
る
状
況
が
あ
る
。
韓
国
は
儒
教
の
国
で
、
祖
先
祭

祀
が
重
要
視
さ
れ
る
た
め
、
佼
成
会
の
先
祖
供
養
も
受
け
入
れ
や
す
い
か
と
思
わ
れ
た
が
、
実
は
理
解
さ
せ
る
の
に
難
し
い
こ
と
の

一
つ
が
、
佼
成
会
の
実
践
の
基
本
に
あ
る
先
祖
供
養
で
あ
っ
た
。

２　

総
戒
名
の
祀
り
こ
み
の
困
難
と
そ
の
理
由

日
本
で
は
、
佼
成
会
に
入
会
す
る
と
ま
ず
、
総
戒
名
を
祀
り
こ
む
。
こ
れ
に
合
掌
礼
拝
し
て
朝
晩
供
養
（
読
経
）
を
す
る
こ
と
が

修
行
と
し
て
欠
か
せ
な
い
も
の
と
さ
れ
る
。
佼
成
会
の
先
祖
供
養
の
特
徴
は
、
イ
エ
的
単
系
的
先
祖
で
は
な
く
、
双
系
的
先
祖
で
あ

る
。
総
戒
名
と
は
、
夫
方
（
父
方
）、
妻
方
（
母
方
）
の
両
家
の
先
祖
す
べ
て
を
象
徴
す
る
礼
拝
対
象
で
、
日
本
で
は
「
諦
生
院
法

道
慈
善
施
先
祖　
　○
○
家

○
○
家
徳
起
菩
提
心
」
と
書
か
れ
て
お
り
、
右
の
○
○
家
の
箇
所
に
夫
方
（
父
方
）
の
姓
を
、
左
に
は
妻
方
（
母

方
）
の
姓
を
書
く
。
韓
国
で
は
、
結
婚
後
も
姓
は
変
わ
ら
な
い
の
で
、
本
貫
（
氏
族
発
祥
の
地
）
と
姓
を
四
つ
並
べ
て
書
く
。
た
と
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え
ば
、
写
真
７
に
示
す
よ
う
に
、
右
よ
り
古
阜

李
（
父
の
父
）、
済
州
高
（
父
の
母
）、
慶
州
李

（
母
の
父
）、
金
海
金
（
母
の
母
）
と
四
つ
が
記

入
さ
れ
る
。
古
阜
、
済
州
、
慶
州
、
金
海
は
本

貫
で
あ
る
。

ま
た
、
総
戒
名
の
祀
り
こ
み
と
と
も
に
、
三

代
ま
で
の
先
祖
（
六
親
眷
族
）
の
名
前
を
集
め

て
、
佼
成
会
式
に
戒
名
を
お
く
り
、
過
去
帳
に

記
載
し
て
供
養
す
る
と
い
う
の
も
佼
成
会
の
先
祖
供
養
の
基
本
で
あ
る
。

日
本
で
は
総
戒
名
の
自
宅
へ
の
祀
り
こ
み
を
も
っ
て
会
員
と
な
る
（
家
族
の
反
対
が
あ
っ
て
、
祀
り
こ
み
が
で
き
な
い
場
合
は
、

導
き
の
親
が
預
か
る
場
合
は
あ
る
）。
し
か
し
な
が
ら
、
韓
国
の
場
合
は
、
総
戒
名
を
自
宅
に
祀
る
こ
と
に
大
き
な
抵
抗
が
あ
る
。

そ
の
理
由
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
の
は
、
第
一
に
、
韓
国
で
は
儒
教
に
よ
る
祖
先
祭
祀
を
大
切
に
す
る
が
、
仏
壇
に
相
当
す
る
も
の

は
な
く
、
家
に
先
祖
や
神
を
祀
る
習
慣
は
な
い
。
韓
国
で
は
儒
教
式
の
祖
先
祭
祀
（
チ
ェ
サ
）
は
長
男
の
家
で
行
わ
れ
、
チ
バ
ン
（
紙

榜
、
紙
の
位
牌
）
を
書
い
て
祭
壇
を
作
っ
て
供
養
し
、
法
事
が
終
わ
っ
た
あ
と
で
そ
れ
を
燃
や
し
て
片
づ
け
る
。
し
た
が
っ
て
、
先

祖
の
位
牌
を
残
し
て
祀
る
と
い
う
習
慣
が
な
い
。
祭
祀
の
趣
旨
は
祖
霊
（
死
者
）
を
招
い
て
飲
食
を
提
供
す
る
こ
と
に
あ
り
、
死
者

は
忌
日
に
子
孫
の
と
こ
ろ
を
訪
れ
、
食
事
の
接
待
を
受
け
て
再
び
帰
っ
て
い
く
と
考
え
ら
れ
て
い
る
［
伊
藤
一
九
九
六
：
二
四
一
─

二
四
二
］。
寺
や
ム
ー
ダ
ン
（
韓
国
の
シ
ャ
ー
マ
ン
）
の
所
で
は
、
お
金
を
出
し
て
供
養
し
て
も
ら
う
が
、
自
宅
で
祀
る
習
慣
が
な
い
。

写真７　総戒名
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そ
こ
で
、
な
ぜ
形
と
し
て
祀
ら
な
く
て
は
い
け
な
い
の
か
、
ま
し
て
長
男
が
祭
祀
を
し
て
い
る
の
に
、
な
ぜ
自
分
が
し
な
く
て
は
な

ら
な
い
の
か
と
い
う
問
い
が
出
る
。

第
二
に
、
鬼
神
に
対
す
る
恐
れ
が
あ
る
。
自
宅
に
先
祖
の
霊
を
祀
る
と
、
魔
が
入
る
、
鬼
神
が
入
る
、
鬼
神
を
呼
び
寄
せ
て
祟
り

が
あ
っ
た
ら
ど
う
す
る
か
と
恐
れ
る
の
で
あ
る
。
今
ま
で
や
っ
て
き
て
い
な
い
の
に
、
放
っ
て
お
い
た
ら
よ
い
の
に
、
な
ぜ
静
か
に

眠
っ
て
い
る
霊
を
呼
び
起
こ
す
の
か
。
家
に
そ
の
よ
う
な
も
の
を
祀
る
と
祟
り
が
あ
る
の
で
怖
い
。
ま
た
、
な
く
す
時
も
怖
い
と
い

う
の
で
あ
る
。

儒
教
式
で
は
、
子
ど
も
を
残
し
た
男
子
と
い
う
、
一
定
の
資
格
を
も
っ
た
者
だ
け
が
神
に
な
る
。
ま
た
、
儒
教
の
祭
祀
者
の
特
徴

は
、
徹
底
し
た
男
性
中
心
の
集
団
で
あ
り
、
徹
底
し
た
直
系
主
義
に
よ
る
長
子
・
孫
中
心
で
あ
り
、
宗
孫
を
基
準
に
祭
祀
の
祭
神
が

限
定
さ
れ
る
。
宗
孫
の
四
代
祖
ま
で
は
忌
祭
の
対
象
、
五
代
祖
以
上
は
墓
祭
の
対
象
と
な
る
［
崔
一
九
九
二
：
一
一
五
］。
儒
教
の
祭

祀
の
場
合
、
原
則
的
に
男
性
の
み
が
参
加
を
許
さ
れ
て
お
り
、
父
系
親
族
・
血
族
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
。
儒
教
は
倫
理
や
社
会
制
度

の
面
で
定
着
し
た
が
、
巫
俗
信
仰
（
韓
国
シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム
）
の
影
響
は
色
濃
く
残
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
儒
教
の
祭
祀
対
象
に

も
れ
た
人
々
は
雑
鬼
と
な
る
。
雑
鬼
に
な
る
の
は
、
不
幸
な
生
涯
を
送
っ
た
人
（
父
母
よ
り
先
に
死
ん
だ
子
ど
も
、
未
婚
で
死
ん
だ

霊
魂
、
幼
く
て
死
ん
だ
早
死
者
な
ど
。
特
に
未
婚
者
は
怨
念
が
強
い
と
観
念
さ
れ
て
い
る
）、
不
幸
な
事
故
に
よ
る
死
者
、
血
族
が

な
く
て
祭
祀
を
受
け
ら
れ
な
い
存
在
、
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
雑
鬼
た
ち
は
、「
道
中
天
」
に
浮
遊
す
る
鬼
神
で
あ
り
、
血
縁
・
地

縁
関
係
に
あ
る
人
に
憑
く
。
特
に
、
血
縁
関
係
を
重
視
す
る
た
め
に
、
血
縁
に
あ
る
雑
鬼
が
恐
ろ
し
い
存
在
で
あ
る
。
こ
う
し
た
雑

鬼
は
怨
恨
が
強
く
、
人
間
を
病
死
さ
せ
や
す
い
と
さ
れ
て
い
る
。
家
の
外
に
い
る
雑
鬼
が
人
に
憑
い
た
り
し
な
い
よ
う
、
家
の
中
に

入
れ
な
い
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
と
ら
え
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
い
っ
た
ん
憑
い
た
場
合
に
は
、
呪
術
的
な
儀
礼
で
お
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写真８　ムーダンの家の祭壇

写真９　ムーダンの家には旗が立っている
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ど
か
し
た
り
、
楽
し
く
遊
ぶ
よ
う
に
し
て
送
る
と
か
、
と
に
か
く
鬼
神
の
接
近
を
さ
え
ぎ
ら
な
く
て
は
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。［
崔

一
九
八
四
：
三
〇
八
─
三
一
六
、
崔
一
九
九
二
：
二
八
六
］

こ
の
よ
う
な
文
化
的
背
景
の
も
と
、
自
宅
に
総
戒
名
を
安
置
す
る
こ
と
が
忌
避
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
佼
成
会
で
は
入
会
と

と
も
に
、
三
代
ま
で
の
戒
名
を
集
め
る
が
、
そ
の
際
に
も
、
な
ぜ
静
か
に
眠
っ
て
い
る
霊
を
呼
び
起
こ
す
の
か
、
黙
っ
て
い
る
先
祖

を
一
々
呼
び
起
こ
し
て
、
家
の
中
が
ゴ
タ
ゴ
タ
す
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
人
も
い
る
。
こ
の
よ
う
に
巫
俗
信
仰
と
む
す
び
つ
い
て
、

鬼
神
に
つ
い
て
の
恐
れ
が
あ
る
。

第
三
に
、
個
人
宅
に
総
戒
名
（
短
冊
状
の
紙
）
を
祀
る
こ
と
は
、
真
鍮
の
線
香
立
て
、
蝋
燭
立
て
と
い
っ
た
仏
具
を
置
き
、
祭
壇

を
作
る
こ
と
に
も
な
る
の
で
、
そ
れ
は
ム
ー
ダ
ン
の
祭
壇
を
連
想
さ
せ
、
人
か
ら
霊
を
つ
か
っ
て
何
か
を
し
て
い
る
か
の
よ
う
に
思

わ
れ
る
た
め
、
抵
抗
が
あ
る
（
写
真
８
参
照
）。
人
々
は
困
っ
た
こ
と
が
あ
っ
た
時
に
は
ム
ー
ダ
ン
の
も
と
を
訪
れ
る
が
、
ム
ー
ダ

ン
は
蔑
視
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
り
、
そ
の
社
会
的
地
位
は
低
い
。

こ
の
よ
う
に
、
韓
国
に
は
仏
壇
が
な
く
、
家
に
安
置
す
る
習
慣
が
な
い
。
家
の
中
に
先
祖
を
祀
る
と
い
う
と
、
鬼
神
、
す
な
わ
ち

魔
が
入
る
と
い
う
こ
と
で
、
な
か
な
か
安
置
で
き
な
い
の
で
あ
る
。

３　

総
戒
名
の
戒
名
室
へ
の
安
置
と
い
う
「
方
便
」

個
人
宅
に
総
戒
名
を
祀
る
こ
と
の
抵
抗
感
を
減
じ
る
方
策
と
し
て
、
韓
国
佼
成
会
で
は
教
会
に
あ
る
戒
名
室
で
個
人
宅
の
総
戒
名

を
預
か
る
と
い
う
方
法
を
と
っ
て
い
る
（
写
真
10
参
照
）。
戒
名
室
と
は
、
戒
名
を
つ
け
た
り
、
追
善
供
養
等
を
す
る
部
屋
で
あ
る
。

そ
こ
に
は
引
き
出
し
の
あ
る
箱
が
あ
り
、
各
自
の
総
戒
名
は
そ
こ
に
封
筒
に
入
れ
て
納
め
ら
れ
て
お
り
、
追
善
供
養
や
総
供
養
の
時
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は
出
し
て
供
養
す
る
。
こ
れ
は
韓
国
独
自
の
や
り
方

で
あ
る
。
自
宅
に
安
置
す
る
こ
と
は
難
し
い
が
、
総

戒
名
を
祀
り
こ
ん
で
、
戒
名
室
に
安
置
す
る
と
い
う

こ
と
は
受
け
入
れ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

先
祖
を
祀
っ
た
ら
家
の
中
が
ゴ
タ
ゴ
タ
す
る
の
で

は
な
い
か
と
い
う
問
い
に
対
し
て
、
教
会
長
は
「
な

ぜ
私
た
ち
の
先
祖
が
鬼
神
な
の
か
、
自
分
が
死
ん
だ

ら
先
祖
に
な
る
が
、
鬼
神
と
か
悪
魔
と
か
言
わ
れ
た

ら
納
得
す
る
の
か
。
家
の
中
に
先
祖
を
祀
っ
た
ら
魔

が
入
る
と
い
う
な
ら
、
な
ぜ
チ
ェ
サ
を
や
る
の
か
。

佼
成
会
で
は
霊
（
鬼
神
）
が
来
た
ら
、
単
に
そ
れ
を

放
り
だ
す
の
で
は
な
く
、
ご
供
養
し
、
感
謝
の
気
持

で
、
安
ら
か
に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
成
仏
さ
せ
、
守

護
霊
と
変
え
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
説
い
て
い
る
。

総
戒
名
の
祀
り
こ
み
を
す
る
よ
う
に
説
得
す
る
に
は
、

ま
ず
祀
っ
た
人
が
受
け
た
功
徳
を
説
く
。
た
と
え
ば

酒
で
亡
く
な
っ
た
人
の
戒
名
を
出
し
て
追
善
供
養
を

写真10　戒名室
右上のだるまの下にある引き出しに総戒名が納められている
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し
た
ら
、
酒
飲
み
の
夫
が
酒
を
飲
ま
な
く
な
っ
た
と
い
う
現

証
を
得
た
事
例
な
ど
実
際
に
あ
っ
た
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
事
例
を

話
す
。
祀
っ
た
ら
結
果
が
出
る
と
い
う
方
便
を
つ
か
う
の

で
、
戒
名
室
に
総
戒
名
を
祀
り
こ
む
の
は
割
合
と
早
い
と
い

う
。伝

統
仏
教
の
寺
院
に
は
亡
く
な
っ
た
人
の
写
真
や
チ
バ
ン

を
祀
っ
て
い
る
部
屋
が
あ
る
の
で
、
そ
の
感
覚
の
延
長
で
戒

名
室
は
と
ら
え
ら
れ
て
い
る
よ
う
だ
（
写
真
11
参
照
）。
韓

国
佼
成
会
で
は
、
自
宅
に
祀
り
こ
み
を
し
て
い
る
数
を

一
〇
〇
世
帯
程
度
と
推
測
し
て
い
る
。
自
宅
に
総
戒
名
を
祀

り
こ
ん
で
い
な
い
と
幹
部
に
な
れ
な
い
の
で
、
支
部
長
、
主

任
、
組
長
、
班
長
と
い
っ
た
「
お
役
」
を
も
つ
幹
部
は
祀
り

こ
み
を
し
て
い
る
。
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
総
戒
名
は
本
来

な
ら
自
宅
に
祀
っ
た
ほ
う
が
よ
く
、
戒
名
室
は
た
と
え
で
い

う
と
老
人
ホ
ー
ム
の
よ
う
な
も
の
で
、
子
孫
が
毎
日
供
養
し

て
食
べ
物
を
あ
げ
る
の
と
は
異
な
る
と
い
う
。

写真11　ソウル市内の曹渓宗の寺
亡くなった人の写真やチバンを祀っている部屋がある
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４　

父
系
血
縁
社
会
で
の
双
系
の
先
祖
供
養
の
説
得

佼
成
会
の
先
祖
供
養
に
は
、
韓
国
の
伝
統
と
は
異
な
る
意
味
が
含
ま
れ
て
い
る
。
総
戒
名
に
夫
方
（
父
方
）
妻
方
（
母
方
）
双
方

の
先
祖
を
祀
る
佼
成
会
の
先
祖
供
養
は
、
父
系
血
縁
を
基
本
と
す
る
韓
国
社
会
と
は
異
質
の
も
の
を
含
ん
で
い
る
。
韓
国
で
は
、
個

人
は
原
則
と
し
て
す
べ
て
出
生
と
同
時
に
父
親
の
姓
を
名
乗
り
、
そ
の
親
族
集
団
へ
の
帰
属
が
生
涯
に
わ
た
っ
て
社
会
生
活
全
般
に

及
ぶ
個
人
の
最
も
基
本
的
な
資
格
に
な
っ
て
い
る
［
伊
藤
一
九
八
五
：
二
六
］。
女
性
が
結
婚
後
も
婚
家
の
姓
に
入
る
こ
と
が
で
き
な

い
の
も
こ
の
理
由
に
よ
る
。
父
系
の
紐
帯
は
、
チ
バ
ン
（
家
内
の
意
）・
門
中
と
い
う
か
た
ち
で
組
織
化
さ
れ
、
四
代
ま
で
の
祖
先

の
祀
り
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
命
日
を
祀
る
忌
祭
祀
と
、
正
月
や
八
月
一
五
日
の
秋
夕
に
そ
の
祖
先
の
長
男
系
の
ク
ン
チ
プ
（
大
家
）

に
子
孫
が
集
ま
っ
て
、
飯
・
汁
・
酒
や
、
肉
・
魚
・
果
物
・
餅
・
菓
子
な
ど
山
盛
り
の
供
物
を
供
え
、
一
同
礼
拝
す
る
儀
式
が
あ
る
。

チ
バ
ン
関
係
に
あ
る
人
は
年
一
〇
数
回
の
儀
礼
を
と
も
に
す
る
。（
四
代
奉
祀
の
期
間
を
す
ぎ
る
と
不
遷
位（
６
）以

外
の
通
常
の
祖
先
は
、

家チ
プ

内
で
は
祀
ら
れ
ず
、
墓
祀
り
だ
け
に
な
る
。）［
伊
藤
一
九
八
五
：
一
一
四
─
一
一
五
］

佼
成
会
の
双
系
の
先
祖
供
養
に
つ
い
て
は
、
次
の
よ
う
な
説
明
を
す
る
。
子
ど
も
は
父
親
の
血
ば
か
り
で
な
く
、
母
親
の
血
も
つ

な
が
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
科
学
的
に
も
説
明
さ
れ
て
い
る
。
韓
国
の
風
習
で
は
長
男
が
そ
の
家
の
先
祖
を
祀
る
の
で
、
自
分
た
ち
は

次
男
、
三
男
で
、
長
男
が
先
祖
の
祭
祀
を
し
て
お
り
、
命
日
に
は
（
チ
ェ
サ
に
）
長
男
の
家
に
行
っ
て
祭
祀
に
参
加
し
て
い
る
の
で
、

し
な
く
て
よ
い
と
い
う
人
に
は
、「
そ
れ
は
儒
教
の
し
き
た
り
だ
が
、
佼
成
会
で
い
う
先
祖
供
養
は
お
経
を
あ
げ
て
先
祖
の
成
仏
を

願
う
の
で
あ
る
か
ら
、
子
ど
も
の
誰
が
や
っ
て
も
か
ま
わ
な
い
。
息
子
で
も
娘
で
も
、
こ
れ
は
親
孝
行
を
す
る
方
法
の
一
つ
で
あ
る
」

と
述
べ
る
。
女
性
の
中
に
は
、
実
家
の
母
の
供
養
を
し
た
か
っ
た
、
実
家
も
一
緒
に
供
養
し
て
も
ら
え
る
の
が
あ
り
が
た
い
と
言
う
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人
も
い
る
。

佼
成
会
の
い
う
先
祖
供
養
が
説
得
性
を
も
つ
背
景
に
は
、
韓
国
社
会
の
変
化
が
あ
る
。
以
前
は
長
男
が
財
産
を
一
括
相
続
し
て
、

長
男
が
親
の
面
倒
を
み
、
扶
養
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
が
、
今
は
財
産
を
子
ど
も
の
間
で
分
配
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
ま
た
、
韓

国
社
会
に
お
い
て
は
、
核
家
族
化
、
少
子
化
、
未
婚
者
の
増
加
、
子
ど
も
が
女
子
ば
か
り
で
男
子
が
い
な
い
家
族
、
長
男
が
跡
を
と

ら
な
い
、
そ
し
て
、
長
男
が
キ
リ
ス
ト
教
の
信
者
に
な
っ
た
の
で
、
法
事
や
命
日
の
供
養
と
い
っ
た
祖
先
祭
祀
を
し
な
く
な
っ
た
、

長
男
が
ア
メ
リ
カ
に
行
っ
て
い
る
な
ど
、
家
族
を
め
ぐ
る
変
化
が
あ
る
。
こ
う
し
た
こ
こ
一
〇
年
ほ
ど
の
間
に
起
き
た
時
代
の
変
化

の
中
で
、
佼
成
会
の
先
祖
供
養
が
受
け
入
れ
ら
れ
る
素
地
が
拡
大
し
た
。

５　

佼
成
会
式
戒
名
お
く
り
と
過
去
帳
へ
の
記
載

総
戒
名
の
祀
り
こ
み
と
と
も
に
、
三
代
ま
で
の
先
祖
の
名
前
を
集
め
て
佼
成
会
式
に
戒
名
を
お
く
り
、
過
去
帳
に
記
載
す
る
。
戒

名
は
、
現
在
で
は
各
支
部
の
戒
名
担
当
の
主
任
が
つ
け
る
。
入
会
し
て
総
戒
名
を
祀
り
こ
み
、
三
代
目
の
先
祖
を
だ
す
時
は
戸
籍
を

と
っ
て
き
て
も
ら
う
こ
と
に
し
て
い
る
と
い
う
。
戸
籍
に
は
漢
字
で
祖
先
の
名
前
と
本
貫
（
祖
先
の
発
祥
地
）
が
記
載
さ
れ
て
あ
り
、

命
日
も
書
い
て
あ
る
。
そ
れ
と
族
譜（
７
）が

あ
る
。
こ
う
し
た
過
程
で
、
先
祖
が
ど
の
よ
う
な
人
で
あ
っ
た
か
、
ど
の
よ
う
な
因
縁
を
抱

え
て
い
る
の
か
が
わ
か
る
。

外
国
人
の
場
合
は
、
戒
名
だ
け
見
て
も
誰
の
戒
名
か
わ
か
る
も
の
に
し
た
ほ
う
が
よ
い
と
の
こ
と
で
、
韓
国
の
場
合
、
名
前
を
入

れ
こ
ん
だ
戒
名
を
つ
け
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
李
幸
子
な
ら
ば
、
生
院
徳
の
戒
名
に
名
前
を
間
に
入
れ
て
、「
李
生
院
妙
幸
子
徳
信
女
」

と
な
る
。
男
性
の
場
合
は
、
妙
の
代
わ
り
に
法
、
信
女
の
代
わ
り
に
信
士
と
書
く
。
し
た
が
っ
て
戒
名
室
の
担
当
の
人
は
俗
名
だ
け
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写真12　過去帳
漢字の戒名にハングルでふりがながふってある

写真13　戒名当番
供養願の用紙にハングルで戒名を書いている



韓
国
立
正
佼
成
会
に
み
る
日
本
的
要
素
の
持
続
と
変
容

104

は
っ
き
り
し
た
ら
、
俗
名
を
も
っ
て
戒
名
を
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
横
に
ハ
ン
グ
ル
で
読
み
方
を
ふ
る
（
写
真
12
、
13
参
照
）。

韓
国
の
儒
教
式
の
位
牌
と
い
う
の
は
、
チ
バ
ン
（
紙
榜
）
と
い
う
紙
の
位
牌
で
、「
李
幸
子
神
位
」
と
書
く
。
供
養
が
終
わ
っ
た

ら
焼
い
て
し
ま
う
。
神
と
い
う
の
は
霊
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
儒
教
で
一
年
に
一
回
、
そ
の
人
が
死
ん
だ
命
日
に
集
ま
る
。
今
日
で

は
亡
く
な
っ
た
人
の
写
真
を
置
い
た
り
す
る
が
、
佼
成
会
の
よ
う
に
過
去
帳
に
記
入
す
る
こ
と
は
な
い
。

６　

追
善
供
養
と
総
供
養

韓
国
で
は
先
祖
供
養
と
い
う
よ
り
、
先
祖
を
敬
う
祖
先
祭
祀
で
あ
る
。
佼
成
会
で
は
、
宝
前
の
あ
る
家
（
総
戒
名
が
祀
り
こ
ま
れ

て
い
る
家
、
本
尊
の
あ
る
家
）
の
場
合
は
自
宅
で
行
う
（
写
真
14
、
15
参
照
）。
し
か
し
、
そ
れ
以
外
は
戒
名
室
で
追
善
供
養
、
総

供
養
が
行
わ
れ
て
い
る
。
総
戒
名
を
祀
り
こ
ん
だ
時
は
、
総
供
養
を
一
度
は
行
う
。

追
善
供
養
や
総
供
養
を
や
る
動
機
は
亡
く
な
っ
た
親
に
対
し
て
親
孝
行
を
し
た
い
と
い
う
理
由
や
、
現
実
の
問
題
の
中
で
、
同
じ

問
題
を
苦
し
ん
だ
先
祖
が
明
ら
か
に
な
り
、
そ
の
供
養
を
す
る
場
合
が
あ
る
。
た
と
え
ば
「
子
ど
も
で
み
せ
ら
れ
る
」
と
い
う
言
葉

が
あ
る
が
、
成
仏
し
て
い
な
い
先
祖
の
苦
し
み
が
子
ど
も
を
と
お
し
て
示
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
と
さ
れ
る
。
た
と
え
ば
、
子
ど
も
が

喘
息
で
苦
し
ん
で
い
る
時
、「
先
祖
の
中
で
喘
息
で
亡
く
な
っ
た
人
は
い
る
か
」
と
問
い
、「
お
じ
い
さ
ん
が
喘
息
で
亡
く
な
っ
た
」

と
い
っ
た
場
合
、
そ
の
追
善
供
養
を
す
る
。
子
ど
も
が
大
病
に
な
っ
た
場
合
、
三
代
前
ま
で
の
先
祖
を
さ
が
し
て
い
く
と
必
ず
同
様

の
病
気
で
苦
し
ん
だ
先
祖
が
出
て
く
る
と
い
う
。
追
善
供
養
を
家
で
自
分
で
や
る
人
も
い
れ
ば
、
佼
成
会
で
や
る
こ
と
を
希
望
す
る

人
も
い
る
。

佼
成
会
で
や
る
時
に
は
、
お
膳
の
お
盛
り
も
の
を
簡
素
に
し
、
な
る
べ
く
負
担
に
な
ら
な
い
よ
う
に
し
て
行
う
。
教
会
の
厨
房
を
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写真15　個人宅での故人の二十一日の供養

写真14　個人宅の宝前での
故人の供養のための
お盛りもの

左側の故人の写真の前には
靴とメガネがある。宝前の
右手，過去帳の下にあるの
はチバンに佼成会式の戒名

が記入してある
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借
り
て
そ
こ
で
お
膳
に
あ
げ
る
も
の
を
作
る
。「
供
養
の
時
も
自

分
た
ち
が
買
い
物
を
し
て
真
心
で
作
り
上
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
」
と
い
う
。
飯
と
汁
、
酒
、
餅
、
ナ
ム
ル
、
魚
一
匹
、
果
物
、

花
で
あ
る
。
菓
子
は
自
由
に
し
て
い
る
。
韓
国
式
で
は
ナ
ム
ル
で

も
五
種
類
、
果
物
で
も
五
種
類
準
備
す
る
が
、
佼
成
会
で
は
簡
素

に
す
る
よ
う
に
し
て
い
る
。
追
善
供
養
は
、
戒
名
を
読
ん
で
供
養

を
す
る
。
四
〇
分
か
ら
一
時
間
か
か
る
。
頼
ん
だ
人
も
一
緒
に
お

経
を
あ
げ
供
養
す
る
。
総
供
養
と
は
、
特
定
の
一
人
の
故
人
で
は

な
く
、
複
数
の
先
祖
の
供
養
を
す
る
の
で
、
一
時
間
以
上
か
か
る
。

な
お
、
追
善
供
養
も
総
供
養
も
日
本
で
も
や
っ
て
い
る
が
、
戒
名

室
で
や
る
の
は
韓
国
独
自
で
あ
る
（
写
真
16
参
照
）。

こ
れ
ま
で
み
て
き
た
よ
う
に
、
佼
成
会
式
の
先
祖
供
養
、
と
り

わ
け
そ
の
基
本
で
あ
る
総
戒
名
の
祀
り
こ
み
は
、
韓
国
の
宗
教
文

化
と
の
関
係
で
難
し
く
、
か
と
い
っ
て
こ
れ
は
ゆ
ず
る
こ
と
の
で

き
な
い
、
佼
成
会
の
教
え
、
宗
教
実
践
の
根
幹
に
か
か
わ
る
の
で
、

説
得
と
受
容
し
や
す
い
よ
う
な
独
自
の
工
夫
が
行
わ
れ
た
。
そ
し

て
近
年
の
少
子
化
、
未
婚
化
、
キ
リ
ス
ト
教
へ
の
改
宗
者
の
増
加

写真16　戒名室での追善供養
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と
い
っ
た
韓
国
社
会
の
変
化
が
、
佼
成
会
式
の
双
系
の
先
祖
供
養
の
受
容
の
追
い
風
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
示
し
た
。

次
章
で
は
、
韓
国
人
信
者
の
側
か
ら
の
外
来
宗
教
で
あ
る
佼
成
会
に
つ
い
て
の
違
和
感
に
つ
い
て
み
て
い
き
た
い
。

三　

韓
国
人
信
者
か
ら
み
た
文
化
的
違
和
感
と
そ
の
理
解

韓
国
人
信
者
は
、
日
本
か
ら
来
た
宗
教
で
あ
る
佼
成
会
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な
違
和
感
を
も
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

二
〇
〇
七
年
八
月
に
教
会
道
場
で
行
な
っ
た
大
法
座
で
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
、
お
よ
び
金
美
慶
支
部
長
宅
で
の
一
四
人
の
会
員
か
ら
の

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
、
お
よ
び
二
〇
〇
八
年
二
月
に
行
っ
た
文
書
部
長
兼
支
部
長
の
成
淑
姫
か
ら
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
も
と
に
、
彼
女
た

ち
の
意
見
を
み
て
い
く
こ
と
に
す
る
。
な
お
、
こ
の
中
に
は
ご
く
少
数
新
入
会
員
も
含
ま
れ
て
い
る
が
、
ほ
と
ん
ど
が
幹
部
（
支
部

長
、
主
任
、
組
長
）
で
あ
る
。

１　

日
本
か
ら
来
た
宗
教
で
あ
る
こ
と

「
日
本
か
ら
の
宗
教
だ
と
い
う
こ
と
で
、
人
を
連
れ
て
来
に
く
い
こ
と
が
あ
る
」、「
日
本
か
ら
の
宗
教
と
い
う
よ
り
、
法
華
経
は

イ
ン
ド
か
ら
来
た
。
佼
成
会
の
法
華
経
は
人
を
変
え
ま
す
と
い
っ
た
言
い
方
を
す
る
」
と
い
っ
た
よ
う
に
、「
日
本
の
宗
教
で
あ
る

こ
と
」
を
前
面
に
出
す
こ
と
は
し
に
く
い
よ
う
で
あ
る
。
な
お
、「
入
会
し
た
後
、
日
本
の
宗
教
だ
と
わ
か
っ
た
。
心
の
中
で
は
日

本
は
韓
国
を
侵
略
し
た
と
思
っ
て
い
た
が
、
佼
成
会
の
教
え
を
聞
い
て
か
ら
、
そ
う
い
う
気
持
ち
が
な
く
な
っ
た
」
と
述
べ
て
い
る

人
も
い
る
。
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⑴　

開
祖
、
脇
祖
の
写
真
へ
の
違
和
感

日
本
か
ら
の
宗
教
で
あ
る
こ
と
を
言
わ
な
く
て
も
、
道
場
に
入
る
と
日
本
の
に
お
い
が
す
る
。
ま
ず
、
抵
抗
を
感
じ
る
の
は
、
開

祖
庭
野
日
敬
と
脇
祖
長
沼
妙
佼
の
写
真
で
あ
る
。
こ
の
写
真
は
前
述
し
た
よ
う
に
、
妙
佼
に
は
日
本
の
着
物
で
は
な
く
、
洋
服
を
着

せ
た
も
の
で
あ
る
。
宝
前
に
向
か
っ
て
左
に
庭
野
日
敬
、
右
に
長
沼
妙
佼
の
写
真
を
置
い
て
い
た（
８
）（

前
掲
の
写
真
１
、２
、３
参
照
）。

「
最
初
は
開
祖
さ
ま
、
妙
佼
先
生
の
写
真
が
あ
っ
た
の
で
、
自
分
は
傷
つ
い
た
。
人
に
伝
え
る
時
に
、
佼
成
会
が
伝
統
仏
教
と
違

う
こ
と
や
、
開
祖
さ
ま
の
写
真
が
あ
る
こ
と
で
ひ
っ
か
か
っ
て
い
た
」、「
写
真
が
あ
る
と
、
人
間
を
神
の
よ
う
に
あ
が
め
る
、
恐
い

イ
ン
チ
キ
宗
教
に
み
え
る
。
今
は
開
祖
さ
ま
が
す
ば
ら
し
い
こ
と
が
わ
か
る
が
、
写
真
が
あ
る
た
め
に
（
イ
ン
チ
キ
宗
教
と
）
間
違

わ
せ
て
し
ま
っ
た
ら
申
し
訳
な
い
」、「（
宝
前
の
）
仏
の
横
に
写
真
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
、
仏
の
教
え
で
は
な
く
、
こ
の
人
達
を

敬
う
の
か
な
ぁ
と
錯
覚
さ
せ
る
。
今
で
は
あ
っ
て
も
よ
い
と
思
う
が
、
新
し
い
人
を
連
れ
て
来
た
時
、
誤
解
さ
せ
る
」、「
写
真
が
あ

る
こ
と
に
以
前
違
和
感
が
あ
っ
た
が
、
信
仰
が
深
ま
る
に
つ
れ
て
そ
れ
は
な
く
な
っ
た
。
し
か
し
、
新
し
い
人
を
連
れ
て
来
る
と
、

伝
統
仏
教
の
人
か
ら
は
な
ぜ
写
真
が
あ
る
の
か
と
言
わ
れ
た
の
で
、
な
い
ほ
う
が
よ
い
」。

こ
の
よ
う
に
、
宝
前
の
左
右
に
あ
る
写
真
は
、「
日
本
の
宗
教
」
と
い
う
こ
と
以
外
に
も
、
個
人
崇
拝
を
奨
励
す
る
あ
や
し
い
宗

教
の
よ
う
に
み
せ
て
し
ま
う
よ
う
だ
。

⑵　

黒
の
礼
服
へ
の
違
和
感

韓
国
の
伝
統
仏
教
に
は
尼
僧
も
大
勢
い
る
が
、
法
衣
は
グ
レ
ー
で
あ
る
。
佼
成
会
で
は
導
師
、
脇
導
師
は
も
と
よ
り
式
典
の
時
に

主
だ
っ
た
人
は
、
日
本
式
の
黒
の
礼
服
を
着
る
。
こ
れ
に
も
違
和
感
が
あ
る
（
写
真
17
参
照
）。



韓
国
立
正
佼
成
会
に
み
る
日
本
的
要
素
の
持
続
と
変
容

109

「
違
和
感
が
あ
る
の
は
、
お
役
で
の
式
典
の
作
法
。

歩
き
方
、
作
法
の
仕
方
、
厳
し
く
て
し
ば
ら
れ
て
い
る
。

ま
た
、
黒
い
服
に
も
違
和
感
が
あ
る
」、「
佼
成
会
に
最

初
来
た
時
、
家
庭
的
な
温
か
み
を
感
じ
た
。
し
か
し
、

黒
服
を
着
て
、
ご
供
養
す
る
の
を
み
て
怖
か
っ
た
」、

「
伝
統
仏
教
で
は
グ
レ
ー
の
服
な
の
に
、
佼
成
会
で
は

黒
の
服
。
服
を
グ
レ
ー
の
韓
国
式
に
変
え
て
ほ
し
い
と

思
う
。
儀
式
儀
礼
の
時
に
、
韓
国
の
尼
僧
の
衣
を
着
た

ほ
う
が
よ
い
。
よ
く
来
る
会
員
は
見
慣
れ
て
い
る
の
で

よ
い
が
、
新
し
い
人
を
導
く
時
、
違
和
感
が
あ
る（
９
）」。

⑶　

そ
の
他
の
違
和
感

「
ご
供
養
や
式
典
の
あ
と
に
、『
仏
様
、
開
祖
様
、
会

長
先
生
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
』
と
言
う
の
に

は
慣
れ
な
か
っ
た
」、「
ご
宝
前
の
飯
水
茶
の
茶
碗
は
韓

国
的
で
は
な
い
」。

金
支
部
長
は
「
お
た
す
き
は
み
ん
な
最
初
お
か
し
い

写真17　式典での導師，脇導師の退場の様子
黒の礼服を着，おたすきをかけ，所作には作法がある
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と
思
っ
た
と
思
う
。
南
無
妙
法
蓮
華
経
の
意
味
を
説
明
し
、
私
た
ち
は
在
家
だ
か
ら
、
衣
を
着
る
こ
と
が
で
き
な
い
が
、
お
た
す
き

は
、
そ
の
代
わ
り
の
も
の
で
あ
る
と
い
う
説
明
を
す
る
」
と
言
う
。

２　

韓
国
の
伝
統
仏
教
と
佼
成
会
の
違
い

と
こ
ろ
で
、
佼
成
会
も
仏
教
系
の
宗
教
で
あ
る
が
、
伝
統
仏
教
と
の
違
い
は
ど
こ
に
あ
る
と
信
者
は
み
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

⑴　

伝
統
仏
教
と
佼
成
会
の
相
違
点

「
儀
礼
が
違
う
。
韓
国
の
仏
教
は
五
体
投
地
を
し
て
祈
る
。
佼
成
会
で
は
数
珠
を
持
っ
て
読
経
供
養
を
す
る
（
写
真
18
、
19
参
照
）」、

「
伝
統
仏
教
で
は
一
〇
八
回
の
五
体
投
地
を
す
る
。
お
坊
さ
ん
の
説
法
を
ビ
デ
オ
で
見
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。
お
坊
さ
ん
が
信
者
の
と

こ
ろ
に
行
く
こ
と
も
あ
る
が
、
法
座
や
『
む
す
び
』
は
な
い
。
佼
成
会
の
よ
う
に
ド
ロ
ド
ロ
の
と
こ
ろ
ま
で
人
前
で
出
す
こ
と
は
し

な
い
」、「
伝
統
仏
教
で
は
（
信
仰
深
い
人
で
）
月
に
一
日
と
一
五
日
に
し
か
行
か
な
い
。
普
通
の
人
は
花
祭
り
の
提
灯
を
あ
げ
る
く

ら
い
だ
。
生
活
仏
教
化
し
た
お
寺
で
は
ひ
ん
ぱ
ん
に
行
く
場
合
も
あ
る
が
、
佼
成
会
の
よ
う
に
毎
日
の
よ
う
に
道
場
に
出
る
こ
と
は

な
い
」、「
佼
成
会
で
（
道
場
）
当
番
に
あ
た
っ
た
時
は
、
午
前
八
時
三
〇
分
か
ら
午
後
三
時
ま
で
道
場
に
出
る
。
佼
成
会
に
毎
日
出

る
こ
と
を
（
家
族
に
）
理
解
さ
せ
る
こ
と
が
大
変
だ
（
（（
（

」、「
伝
統
仏
教
で
は
、
午
前
四
時
三
〇
分
、
午
前
一
〇
時
、
午
後
六
時
に
祈
り

が
あ
る
。
そ
れ
に
あ
わ
せ
て
行
っ
て
お
祈
り
を
す
る
。
お
坊
さ
ん
の
お
話
は
毎
日
は
な
い
。
伝
統
仏
教
で
は
昼
食
の
用
意
を
す
る
の

は
専
門
の
人
が
い
て
、
そ
の
下
で
信
者
が
作
る
の
は
す
る
」、「
伝
統
仏
教
で
は
、
一
生
懸
命
す
る
人
以
外
は
ご
宝
前
に
近
づ
け
な

い
」、「
お
寺
で
は
お
金
を
出
せ
ば
、（
祈
願
儀
礼
を
）
お
坊
さ
ん
が
や
っ
て
く
れ
る
。
佼
成
会
で
は
自
分
で
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
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写真19　道場での読経供養

写真18　ソウル市内の曹渓宗の寺で五体投地して祈願する人々
仏像はキラキラした金色である
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い
の
で
大
変
」、「
伝
統
仏
教
で
は
、
坊
さ
ん
に
頼
み
、

祈
祷
代
を
わ
た
す
。
名
と
生
年
月
日
を
言
う
」。

佼
成
会
に
入
っ
て
驚
い
た
こ
と
は
何
か
と
い
う
問
い

に
も
「
人
に
や
っ
て
も
ら
う
の
で
は
な
く
、
自
分
で
や

る
と
い
う
こ
と
へ
の
違
和
感
」
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

あ
る
新
入
会
員
は
、「
自
分
で
や
る
と
い
う
の
は
驚
く

よ
り
、
大
変
だ
」
と
語
る
。「
お
坊
さ
ん
に
お
願
い
し

て
、
祈
祷
し
て
も
ら
う
と
い
う
の
で
は
な
く
、
自
分
で

祈
願
供
養
を
し
、
法
座
に
座
る
」
と
い
う
、
自
ら
が
行

じ
る
こ
と
が
驚
き
な
の
で
あ
る
（
写
真
20
参
照
）。

「
佼
成
会
で
は
、
み
ん
な
が
心
配
り
を
し
て
く
れ
て
、

自
分
の
心
を
汲
み
取
っ
て
く
れ
る
。
相
手
の
気
持
を
配

慮
し
、
寄
り
添
う
。
ほ
か
の
お
寺
で
は
こ
の
よ
う
な
こ

と
は
な
い
。
ミ
ス
を
し
て
も
ミ
ス
を
か
か
え
て
く
れ
る

の
で
は
な
く
、
悪
い
噂
に
な
る
」、「
組
長
、
主
任
、
支

部
長
の
仏
性
礼
拝
す
る
姿
、
言
葉
づ
か
い
。
法
座
に

座
っ
た
時
、
離
婚
問
題
の
話
が
出
た
。
そ
ん
な
話
を
す

写真20　命日のあとの法座
教会長，支部長を中心に３つの輪ができている
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る
の
で
す
か
、
と
言
っ
た
ら
、
あ
な
た
も
法
座
に
座
っ
た
ら
出
て
く
る
と
言
わ
れ
た
」。
カ
ト
リ
ッ
ク
の
人
で
、
入
会
し
た
ば
か
り

の
会
員
は
「
光
州
か
ら
ソ
ウ
ル
に
嫁
に
来
た
。
娘
が
洗
礼
を
受
け
る
と
い
う
こ
と
で
、
自
分
も
カ
ト
リ
ッ
ク
に
入
っ
た
。
実
家
の
母

も
カ
ト
リ
ッ
ク
だ
。
自
分
は
夢
を
見
る
と
夢
の
と
お
り
に
な
る
。
勘
が
鋭
い
。
そ
れ
を
誰
か
に
言
い
た
い
が
、
寺
に
行
っ
て
も
言
え

な
い
。
ソ
ウ
ル
に
引
っ
越
し
た
ら
知
っ
て
い
る
人
も
い
な
い
。
法
華
経
の
勉
強
を
す
る
所
と
い
う
こ
と
で
佼
成
会
に
来
た
。
日
本
の

に
お
い
が
す
る
。
韓
国
の
寺
で
は
な
い
。
日
本
の
寺
だ
。
人
前
で
問
題
を
さ
ら
け
だ
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
い
つ
か
は
心
を
開
い
て

で
き
る
時
が
来
る
か
も
し
れ
な
い
」
と
述
べ
て
い
る
。

儀
礼
の
違
い
の
ほ
か
、
佼
成
会
で
は
頻
繁
に
道
場
に
足
を
運
ぶ
こ
と
、
伝
統
仏
教
で
は
僧
が
法
話
を
す
る
が
、
佼
成
会
で
は
上
位

の
人
の
話
ば
か
り
で
は
な
く
、
自
分
の
問
題
を
赤
裸
々
に
出
す
法
座
が
あ
る
こ
と
、
自
ら
が
儀
式
儀
礼
を
行
な
う
こ
と
な
ど
が
言
及

さ
れ
て
い
る
。

⑵　

佼
成
会
の
教
会
長
と
韓
国
の
僧
侶
と
の
違
い

そ
れ
で
は
、
教
会
長
と
伝
統
仏
教
の
僧
と
の
違
い
を
ど
の
よ
う
に
み
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。「
教
会
長
さ
ん
は
自
ら
生
活
実
践
し

て
い
る
。
伝
統
仏
教
の
お
坊
さ
ん
は
上
の
ほ
う
か
ら
言
う
が
、
佼
成
会
は
生
活
実
践
だ
」、「
同
じ
仏
の
教
え
な
の
で
、
お
坊
さ
ん
も

教
会
長
さ
ん
も
同
じ
。
お
坊
さ
ん
は
生
活
実
践
が
な
い
か
ら
、
心
の
近
く
に
入
ら
な
い
。
実
践
で
人
を
感
化
す
る
の
が
違
う
。
お
坊

さ
ん
は
拝
ん
だ
り
、
距
離
感
が
あ
る
。
教
会
長
さ
ん
は
お
母
さ
ん
み
た
い
」、「
お
坊
さ
ん
の
話
は
形
容
詞
（
き
れ
い
な
話
）、
教
会

長
さ
ん
の
話
は
聞
い
て
す
ぐ
動
け
る
、
生
き
て
い
る
法
門
だ
」、「
お
坊
さ
ん
、
牧
師
さ
ん
の
話
は
い
い
話
だ
な
で
終
わ
る
。
自
分
の

も
の
に
は
な
ら
な
い
。
佼
成
会
は
自
分
の
も
の
に
な
る
。
ど
う
実
践
す
る
か
を
教
え
て
く
れ
る
」、「
最
初
は
な
ぜ
あ
ん
な
こ
と
ま
で
、
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教
会
長
さ
ん
が
人
の
前
で
言
う
の
か
と
お
か
し
か
っ
た
。
す
べ
て
が
自
分
だ
と
い
う
こ
と
は
納
得
し
た
」。

伝
統
仏
教
の
僧
侶
に
比
べ
て
、
佼
成
会
の
教
会
長
は
身
近
な
存
在
で
、
か
つ
具
体
的
な
生
活
実
践
と
む
す
び
つ
い
た
指
導
が
行
わ

れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
他
方
、
教
会
長
の
指
導
は
日
本
式
（
日
本
の
佼
成
会
式
）
で
あ
る
。
そ
れ
は
初
め
か

ら
受
け
入
れ
ら
れ
た
も
の
で
も
な
か
っ
た
。

３　

指
導
に
お
け
る
違
和
感

「
伝
統
仏
教
と
比
べ
て
佼
成
会
で
言
わ
れ
る
こ
と
に
は
違
和
感
が
あ
っ
た
。
今
は
そ
の
理
由
が
わ
か
る
け
れ
ど
、
素
直
に
な
り
な

さ
い
、
ハ
イ
と
言
い
な
さ
い
、
言
い
訳
を
す
る
な
と
言
わ
れ
、
共
産
党
か
と
思
っ
た
。
子
ど
も
の
教
育
で
、
何
で
逆
ら
う
の
か
、
素

直
に
な
り
な
さ
い
と
は
言
う
が
、（
韓
国
で
は
）
ほ
か
の
場
面
で
素
直
に
な
り
な
さ
い
と
い
う
言
葉
は
使
わ
な
い
。
信
仰
の
中
で
、

素
直
に
な
り
な
さ
い
、
と
い
う
こ
と
に
慣
れ
て
い
な
か
っ
た
。
伝
統
仏
教
で
は
、
心
を
無
に
し
な
さ
い
と
は
言
う
が
、
素
直
に
な
り

な
さ
い
は
な
い
。
私
は
し
ば
ら
く
活
動
を
休
ん
だ
あ
と
、
二
〇
〇
六
年
一
〇
月
に
主
任
と
い
う
お
役
で
戻
っ
て
き
た
。
苦
労
し
た
。

戒
律
を
守
ら
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
道
場
に
足
を
運
ば
な
い
と
い
け
な
い
。
適
当
に
で
き
る
こ
と
も
適
当
に
で
き
な
い
。
後
ろ
姿
（
自

分
の
行
動
や
あ
り
方
）
が
下
の
ラ
イ
ン
の
人
や
導
き
の
子
に
影
響
す
る
」。

「
佼
成
会
で
は
時
間
が
き
ち
ん
と
し
て
い
る
。
ま
た
報
告
を
し
な
さ
い
と
言
わ
れ
る
。
私
の
場
合
、
今
で
も
難
し
い
の
が
報
告
だ
。

報
告
が
徹
底
的
に
で
き
な
い
。
家
庭
の
中
で
は
一
番
上
で
リ
ー
ダ
ー
な
の
で
、
上
の
人
に
報
告
す
る
と
い
う
こ
と
は
や
っ
て
い
な
い

の
で
、
充
分
や
れ
て
い
な
い
」。

「
わ
か
り
に
く
か
っ
た
こ
と
は
、『
報
告
』
だ
。
あ
る
人
を
悪
く
伝
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
も
あ
る
。
あ
ま
り
に
ガ
ラ
ス
ば
り
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だ
。
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
問
題
も
あ
る
の
に
、
報
告
し
な
く
て
は
い
け
な
い
の
か
。
そ
こ
に
手
ど
り
に
行
っ
て
き
ま
し
た
と
い
う
報
告

は
い
い
が
、
こ
の
人
は
こ
う
言
っ
て
い
ま
し
た
と
い
う
よ
う
な
も
の
は
、
最
初
は
お
か
し
か
っ
た
（
違
和
感
が
あ
っ
た
）。
日
本
の

民
族
性
と
韓
国
は
違
う
。
報
告
と
い
う
よ
り
悪
口
を
伝
え
る
よ
う
な
感
じ
だ
っ
た
」。

二
人
の
支
部
長
は
こ
の
点
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

「
報
告
・
連
絡
・
相
談
と
い
う
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
を
知
ら
な
い
で
生
き
て
き
た
。
支
部
長
の
お
役
の
お
か
げ
で
、
下
の
人
が
連
絡
し

て
く
れ
な
い
と
心
配
な
こ
と
が
体
験
と
し
て
わ
か
っ
た
。
韓
国
で
は
『
報
告
』
の
習
慣
は
な
い
。
無
事
着
き
ま
し
た
、
こ
れ
か
ら
行

き
ま
す
と
言
う
こ
と
も
し
な
い
」。

「
報
告
、『
お
通
し
』
を
や
る
よ
う
に
さ
せ
る
の
が
難
し
い
。
我
が
強
く
、
な
か
な
か
や
ら
な
い
人
も
い
る
。
人
の
姿
を
見
て
、
自

分
た
ち
の
修
行
と
し
て
取
り
組
む
。
ま
た
、
佼
成
会
の
組
織
は
、
教
会
長
─
支
部
長
─
主
任
─
組
長
と
い
っ
た
ラ
イ
ン
の
組
織
だ
が
、

家
庭
の
主
婦
は
こ
う
し
た
組
織
活
動
に
慣
れ
て
い
な
い
。
み
ん
な
勝
手
に
や
り
た
い
と
こ
ろ
が
あ
る
。
こ
の
ラ
イ
ン
が
は
っ
き
り
わ

か
れ
ば
、
先
輩
、
主
人
、
親
を
立
て
る
の
も
わ
か
っ
て
く
る
」。

い
ず
れ
に
せ
よ
「
連
絡
」
に
は
慣
れ
な
い
人
は
多
い
が
、
時
間
に
き
っ
ち
り
す
る
こ
と
は
、
存
外
よ
い
効
果
を
あ
げ
て
い
る
。「
時

間
が
正
確
な
の
は
よ
い
。
リ
ズ
ム
が
は
っ
き
り
す
る
。
時
間
を
細
か
く
分
け
て
使
う
の
で
、
充
実
し
て
使
え
る
。
や
っ
て
い
る
う
ち

に
だ
ん
だ
ん
と
で
き
る
よ
う
に
な
る
。
き
っ
ち
り
や
っ
た
お
か
げ
で
、
家
の
中
が
き
っ
ち
り
と
整
っ
て
く
る
」
の
で
あ
る
。
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４　

総
戒
名
の
祀
り
こ
み

⑴　

総
戒
名
の
祀
り
こ
み
へ
の
抵
抗

双
系
の
先
祖
観
の
受
容
い
か
ん
に
か
か
わ
ら
ず
、
総
戒
名
の
自
宅
へ
の
祀
り
こ
み
に
は
、
大
変
抵
抗
が
あ
る
こ
と
は
先
述
し
た
。

総
戒
名
は
、
幹
部
で
あ
る
班
長
以
上
は
自
宅
に
祀
り
こ
ん
で
い
る
。
し
か
し
、
彼
女
た
ち
も
す
ん
な
り
祀
り
こ
ん
だ
の
で
は
な
く
、

初
め
は
周
囲
の
目
を
気
に
し
た
り
、
反
対
さ
れ
た
り
し
て
い
る
。

「
最
初
、
抵
抗
が
あ
っ
た
。
戒
名
室
に
祀
る
の
は
よ
い
が
、
家
に
祀
る
の
は
い
や
だ
っ
た
」、「
家
に
何
か
祀
る
習
慣
は
韓
国
に
は

な
い
。
仏
像
を
祀
る
こ
と
も
し
な
い
し
、
置
物
と
し
て
も
置
か
な
い
。
お
坊
さ
ん
か
ら
も
シ
ン
入
れ
し
て
い
な
い
仏
像
を
変
に
祀
っ

た
ら
、
変
な
も
の
（
霊
）
が
入
る
の
で
い
け
な
い
と
言
わ
れ
る
」。
こ
の
よ
う
に
韓
国
で
は
家
の
中
に
何
か
を
祀
る
習
慣
が
な
い
。

ま
た
、
祀
り
こ
み
を
し
た
あ
と
も
周
囲
か
ら
反
対
さ
れ
た
り
、
人
目
を
気
に
し
て
い
る
。

「
友
達
が
来
て
、
何
で
あ
ん
な
も
の
を
ム
ー
ダ
ン
み
た
い
に
あ
げ
る
の
？　

と
言
わ
れ
た
こ
と
が
あ
る
。
周
り
に
そ
う
言
わ
れ
る

の
が
い
や
で
、
負
担
に
な
っ
た
こ
と
が
あ
る
。
友
達
や
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
の
親
戚
が
来
る
と
、
飯
水
茶
を
と
り
、
鉦
を
し
ま
う
」、「
家

に
は
総
戒
名
と
本
尊
を
祀
っ
て
い
る
の
で
、
そ
れ
は
何
か
と
聞
く
人
も
い
る
。
誰
か
来
る
と
聞
か
れ
る
の
で
、
そ
れ
が
一
番
い
や

だ
っ
た
」、「
総
戒
名
を
祀
っ
た
時
、
伯
母
が
家
に
遊
び
に
来
て
い
て
、
す
ご
く
怒
ら
れ
た
。
家
の
中
に
ゴ
タ
ゴ
タ
が
な
く
な
る
よ
う

に
祀
っ
て
い
た
の
に
、
鬼
神
を
祀
っ
て
何
が
い
い
ん
だ
と
言
わ
れ
た
。
そ
の
後
、
嫁
姑
関
係
が
よ
く
な
っ
た
の
で
、
認
め
て
く
れ
た
。

親
孝
行
す
る
姿
を
見
て
、
認
め
て
く
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
総
戒
名
が
あ
る
の
で
、
自
分
も
感
情
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
た
」。

総
戒
名
を
祀
り
こ
ん
だ
ら
、
ゴ
タ
ゴ
タ
が
な
く
な
り
、
家
の
中
が
整
う
と
い
う
言
い
方
が
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。「
方
便
で
、
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祀
っ
た
ら
家
の
中
が
整
う
と
言
わ
れ
た
。
あ
る
家
の
追
善
供
養
に
行
っ
た
時
、
す
ば
ら
し
い
と
思
っ
た
。
そ
れ
で
や
っ
て
み
た
い
と

思
っ
て
祀
り
こ
ん
だ
」。

こ
の
よ
う
に
、
総
戒
名
の
必
要
性
は
理
解
す
る
よ
う
に
な
っ
て
も
、
自
宅
に
祀
る
こ
と
は
大
変
な
抵
抗
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

⑵　

双
系
の
先
祖

総
戒
名
に
は
夫
方
妻
方
双
方
の
先
祖
を
記
載
す
る
が
、
双
系
の
先
祖
供
養
に
つ
い
て
は
親
世
代
か
ら
の
疑
問
が
呈
さ
れ
た
。

「
夫
の
親
か
ら
は
、
な
ぜ
嫁
の
先
祖
ま
で
も
っ
て
き
て
や
る
の
か
と
言
わ
れ
た
。
総
戒
名
を
祀
る
前
は
親
の
実
家
の
苗
字
（
本
貫
）

が
わ
か
ら
な
い
く
ら
い
、
実
家
に
対
し
て
は
関
心
が
な
か
っ
た
。
嫁
に
行
っ
た
ら
夫
方
だ
け
。
佼
成
会
に
入
会
し
て
両
家
の
先
祖
供

養
を
す
る
と
い
う
こ
と
が
わ
か
っ
た
」、「
私
の
父
は
儒
教
の
教
え
を
徹
底
し
て
い
た
が
、
佼
成
会
の
お
か
げ
で
両
家
を
祀
る
こ
と
は

本
当
の
こ
と
だ
と
納
得
し
た
。
自
分
は
儒
教
を
や
っ
て
い
る
け
れ
ど
、
い
い
こ
と
だ
と
認
め
て
く
れ
た
」。

⑶　

追
善
供
養
・
総
供
養

追
善
供
養
、
総
供
養
は
、
総
戒
名
を
祀
り
こ
ん
で
い
る
家
で
は
自
宅
で
、
そ
う
で
な
い
場
合
は
戒
名
室
で
行
う
。
悩
み
の
相
談
に

の
っ
て
い
る
う
ち
に
、
先
祖
が
成
仏
し
て
い
な
い
の
が
わ
か
る
。
苦
の
現
象
を
見
て
、「
先
祖
に
そ
う
い
う
人
が
い
な
い
で
す
か
」

と
幹
部
は
信
者
に
尋
ね
た
り
す
る
。「
過
去
帳
に
載
せ
る
た
め
に
、
先
祖
を
調
べ
た
時
、
い
ろ
い
ろ
な
先
祖
が
い
る
こ
と
が
わ
か
っ

た
」
り
す
る
。「
父
の
本
妻
が
亡
く
な
っ
て
追
善
供
養
を
し
た
ら
、
教
会
長
さ
ん
が
調
和
を
得
ず
に
亡
く
な
っ
た
寂
し
い
人
が
い
る

と
言
っ
た
。
自
分
も
そ
う
だ
っ
た
。
家
族
の
中
で
調
和
を
と
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
気
づ
い
た
り
す
る
。
総
戒
名
の
自
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宅
へ
の
祀
り
こ
み
に
は
抵
抗
が
あ
る
が
、
総
戒
名
を
戒
名
室

に
祀
り
こ
ん
だ
時
に
は
、
ま
ず
は
三
代
前
ま
で
の
先
祖
の
総

供
養
を
し
、
特
定
の
個
人
に
関
し
て
は
追
善
供
養
を
行
う

が
、
こ
れ
ら
に
対
し
て
は
、
そ
れ
ほ
ど
抵
抗
は
な
い
よ
う
で

あ
る
。
つ
ま
り
、
韓
国
佼
成
会
に
と
っ
て
、
一
番
の
ネ
ッ
ク

に
な
っ
て
い
る
の
は
、
総
戒
名
の
「
自
宅
へ
の
祀
り
こ
み
」

で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
わ
か
る
。

　
　
　
　
　
　
　

５　

道
場
リ
フ
ォ
ー
ム
後
の
変
化

と
こ
ろ
で
、
教
会
道
場
は
二
〇
〇
六
年
六
月
か
ら
約
九
ヶ

月
を
か
け
て
リ
フ
ォ
ー
ム
し
た
。
以
前
の
道
場
と
比
べ
て
、

い
く
つ
か
の
変
更
点
が
あ
る
。
儀
式
儀
礼
に
か
か
わ
る
こ
と

で
は
、
宝
前
に
あ
っ
た
開
祖
、
脇
祖
の
写
真
を
戒
名
室
に
移

し
た
。
白
木
の
仏
像
か
ら
金
色
の
仏
像
に
な
っ
た
。
命
日
を

日
本
に
準
じ
て
、
一
日
、
四
日
、
一
〇
日
、
一
五
日
（
二
八

日
は
幹
部
会
議
）
に
変
更
し
た
。
建
物
の
構
造
と
し
て
は
、

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を
つ
け
た
。
昼
食
を
食
べ
る
場
所
を
地
下
か

写真21　リフォームして新しくなった教会道場の外観
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ら
最
上
階
の
四
階
の
明
る
い
場
所
に
移
し
た
、
と
い
う
こ
と
が
あ
る
。
ま
た
、
リ
フ
ォ
ー
ム
中
に
宝
前
を
マ
ン
シ
ョ
ン
の
一
室
に
移

し
た
が
、
狭
い
た
め
、
参
拝
者
に
昼
食
を
準
備
し
て
出
す
こ
と
は
せ
ず
、
弁
当
持
参
と
し
た
。
こ
こ
で
は
、
写
真
の
移
動
、
仏
像
の

色
の
変
更
、
命
日
の
変
更
、
弁
当
持
参
の
定
着
の
四
点
に
つ
い
て
、
信
者
の
意
見
を
み
て
い
き
た
い
。

⑴　

宝
前
の
開
祖
、
脇
祖
の
写
真
の
戒
名
室
へ
の
移
動

年
配
の
女
性
の
一
人
は
、「
ご
宝
前
の
横
に
あ
っ
た
ほ
う
が
よ
か
っ
た
。
あ
れ
ば
す
ぐ
挨
拶
で
き
る
。
報
告
や
お
願
い
が
で
き
る
」

と
述
べ
た
人
が
い
た
が
、
ほ
か
の
人
は
総
じ
て
「
新
し
い
人
を
連
れ
て
来
る
と
、
伝
統
仏
教
の
人
か
ら
は
な
ぜ
写
真
が
あ
る
の
か
と

言
わ
れ
る
の
で
、
な
い
ほ
う
が
よ
い
」
と
い
う
考
え
方
で
あ
る
。
信
仰
が
深
ま
る
に
つ
れ
、
違
和
感
は
減
少
す
る
が
、
布
教
の
た
め

に
は
写
真
は
宝
前
に
掲
げ
な
い
ほ
う
が
よ
い
と
、
戒
名
室
へ
の
移
動
は
肯
定
的
で
あ
る
。

⑵　

大
本
尊
（
仏
像
）
の
色
の
変
更

教
会
の
大
本
尊
の
仏
像
は
リ
フ
ォ
ー
ム
中
に
日
本
に
送
り
、
自
然
な
木
の
色
を
い
か
し
た
仏
像
か
ら
、
金
色
の
仏
像
に
色
を
変
え

た
。
個
人
に
与
え
ら
れ
る
本
尊
は
ブ
ロ
ン
ズ
色
と
金
色
が
あ
り
、
ア
ジ
ア
圏
で
は
文
化
的
に
金
色
が
好
ま
れ
る
の
で
金
色
の
本
尊
が

下
付
さ
れ
て
い
た
。
韓
国
教
会
の
大
本
尊
は
金
色
で
は
な
か
っ
た
の
で
、
こ
の
機
会
に
色
を
変
え
た
の
で
あ
る
。

「
華
麗
に
な
っ
た
し
、
仏
が
明
る
く
な
っ
て
よ
い
」、「
以
前
の
大
御
本
尊
の
木
の
感
じ
を
生
か
し
た
色
彩
は
、
自
然
で
純
粋
な
印

象
を
受
け
た
。
今
回
金
色
の
色
を
つ
け
た
の
で
、
光
が
そ
そ
が
れ
る
よ
う
で
、
自
分
の
心
も
光
に
あ
ふ
れ
る
。
伝
統
仏
教
の
仏
像
は

も
っ
と
ピ
カ
ピ
カ
だ
が
、
佼
成
会
の
は
や
さ
し
く
上
品
な
感
じ
。
伝
統
仏
教
の
仏
像
の
キ
ン
キ
ラ
キ
ン
の
色
と
は
違
う
の
は
佼
成
会
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の
教
え
で
は
な
い
か
。
つ
ま
り
、
理
想
と
現
実
の
あ
い
ま
い
さ
を
表
す
の
に
ち
ょ
う
ど
い
い
。
佼
成
会
本
部
で
選
ん
だ
い
い
色
で
は

な
い
か
と
思
う
。
自
分
た
ち
も
一
段
階
大
人
に
な
っ
た
感
じ
が
す
る
。
自
分
と
し
て
は
キ
ン
キ
ラ
の
仏
は
願
っ
て
い
な
か
っ
た
が
、

色
が
変
わ
っ
て
う
れ
し
い
」
と
支
部
長
が
述
べ
て
い
る
。
宝
前
左
右
に
掲
げ
ら
れ
た
開
祖
・
脇
祖
の
写
真
の
よ
う
に
拒
否
感
は
な
い

が
、
金
色
で
な
い
仏
は
異
国
の
仏
を
表
し
て
い
た
。

⑶　

命
日
の
変
更

二
〇
〇
七
年
三
月
か
ら
、
教
会
命
日
は
一
日
（
初
命
日
）、
四
日
（
開
祖
命
日
）、
一
〇
日
（
脇
祖
命
日
）、
一
五
日
（
釈
迦
牟
尼

仏
命
日
）
に
日
本
の
佼
成
会
に
準
じ
て
変
更
さ
れ
た
。
二
八
日
は
幹
部
会
議
の
日
と
し
た
。
こ
れ
ま
で
は
一
八
日
（
薬
王
菩
薩
命
日
）、

二
八
日
（
教
会
命
日
）
が
あ
っ
た
が
、
日
数
が
少
な
く
な
り
、
か
つ
月
の
前
半
に
集
中
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、

「
一
五
日
か
ら
月
末
ま
で
が
長
い
。
教
会
に
来
る
人
は
来
る
が
、
普
段
来
な
い
人
は
ご
命
日
が
少
な
く
な
っ
て
来
な
く
な
る
」
と
い

う
考
え
方
が
大
勢
を
占
め
る
。

「
ご
命
日
が
月
の
後
半
に
な
い
こ
と
は
、
支
部
ご
と
の
会
議
を
行
っ
た
り
、
全
面
的
に
手
ど
り
を
す
る
時
期
と
し
て
よ
い
こ
と
も

あ
る
」
と
述
べ
る
人
も
中
に
は
い
る
が
、
こ
れ
は
教
会
の
リ
フ
ォ
ー
ム
中
に
、
仮
道
場
が
狭
か
っ
た
の
で
、
外
に
出
て
、
手
ど
り
（
会

員
の
世
話
）
に
力
を
入
れ
た
こ
と
が
、
こ
の
よ
う
な
発
言
に
つ
な
が
っ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
手
ど
り
の
内
容
は
、
個
人
宅
で
の
追

善
供
養
、
総
供
養
、
足
が
悪
く
て
出
て
く
る
こ
と
が
で
き
な
い
人
の
家
へ
の
訪
問
、
開
祖
生
誕
一
〇
〇
年
の
日
本
へ
の
団
参
の
た
め

の
手
ど
り
な
ど
で
あ
っ
た（
（（
（

。
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⑷　

昼
食
用
の
弁
当
持
参
の
定
着

韓
国
の
伝
統
仏
教
で
は
、
参
拝
者
に
昼
食
を
出
す
。
佼
成
会
で
も
そ
れ
に
準
じ
て
、
道
場
当
番
が
毎
日
数
十
人
分
の
昼
食
を
作
っ

て
い
た
。
昼
食
を
出
さ
な
い
と
来
な
い
の
で
は
、
と
言
わ
れ
る
ほ
ど
、
昼
食
を
出
す
こ
と
は
仏
教
寺
院
の
慣
習
と
し
て
根
づ
い
た
も

の
で
あ
っ
た
。
リ
フ
ォ
ー
ム
中
の
臨
時
道
場
が
狭
か
っ
た
の
で
、
弁
当
持
参
と
な
っ
た
が
、
道
場
が
新
し
く
な
っ
て
も
そ
れ
が
継
続

さ
れ
た
こ
と
は
画
期
的
な
こ
と
だ
っ
た
。
道
場
当
番
の
う
ち
の
昼
食
担
当
者
は
、
供
養
の
あ
と
の
法
座
に
出
る
こ
と
も
で
き
ず
、
昼

食
の
準
備
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
そ
れ
で
は
弁
当
持
参
に
つ
い
て
の
発
言
を
み
て
み
よ
う
。
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
し
た
ほ
と

ん
ど
は
幹
部
だ
っ
た
の
で
、
新
入
会
員
を
道
場
に
連
れ
て
来
た
時
に
昼
食
を
出
さ
な
い
こ
と
に
つ
い
て
の
対
応
と
、
昼
食
を
弁
当
化

す
る
こ
と
で
楽
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
へ
の
言
及
が
あ
る
。

「
臨
時
道
場
で
弁
当
に
な
り
、
あ
の
よ
う
な
環
境
（
狭
い
）
な
の
で
弁
当
な
の
か
と
思
っ
た
が
、
今
新
し
い
道
場
に
な
っ
て
か
ら

も
弁
当
を
持
っ
て
き
て
い
る
。（
道
場
に
参
拝
す
る
時
に
は
） 

一
〇
〇
〇
ウ
ォ
ン
（
約
一
〇
〇
円
）
お
布
施
を
し
て
、
修
行
を
し
な

が
ら
昼
食
を
い
た
だ
い
て
申
し
訳
な
い
と
い
う
気
持
ち
は
前
か
ら
あ
っ
た
が
、
未
会
員
の
人
か
ら
、
な
ぜ
弁
当
を
持
っ
て
行
く
の
か
、

寺
が
ご
飯
を
く
れ
る
（
昼
食
を
出
す
）
の
は
当
然
な
の
に
と
言
わ
れ
た
。
そ
の
時
に
自
分
が
言
っ
た
の
は
、（
一
〇
〇
〇
ウ
ォ
ン
よ

り
も
昼
食
代
の
ほ
う
が
高
い
の
で
）
仏
さ
ま
に
迷
惑
を
か
け
て
、
世
話
し
て
も
ら
う
の
で
は
な
い
か
と
言
っ
た
ら
相
手
が
納
得
し

た
」。

「
家
が
遠
く
、
子
ど
も
が
小
さ
い
の
で
、
弁
当
を
作
っ
て
持
っ
て
行
く
の
は
不
満
タ
ラ
タ
ラ
だ
っ
た
。
し
か
し
、
支
部
長
の
話
を

聞
く
と
、（
道
場
）
当
番
が
食
事
の
準
備
を
す
る
と
、
ご
供
養
に
も
出
る
こ
と
が
で
き
な
い
し
、
法
座
に
も
座
れ
な
い
。
当
番
が
昼

食
の
準
備
の
た
め
に
ほ
か
の
修
行
が
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
で
な
る
ほ
ど
な
と
思
っ
た
」。
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も
っ
と
も
、
弁
当
持
参
と
い
っ
て
も
キ
ム
チ
と
味
噌
汁
は

教
会
か
ら
出
す
。
当
番
が
味
噌
汁
を
作
る
が
、
前
日
に
野
菜

を
切
っ
て
あ
る
の
で
、
味
噌
汁
の
準
備
は
二
〇
分
で
終
わ

る
。
以
前
は
お
か
ず
も
作
る
の
で
二
、
三
時
間
か
か
っ
た
。

「
伝
統
仏
教
の
お
寺
で
は
、
ナ
ム
ル
と
味
噌
汁
く
ら
い
で
、

そ
の
ご
飯
代
を
と
る
お
寺
も
あ
る
。
以
前
、
佼
成
会
で
出
し

て
い
た
も
の
は
伝
統
仏
教
よ
り
高
級
だ
っ
た
」
と
い
う
。

昼
食
が
出
な
い
の
で
新
し
い
人
を
連
れ
て
来
に
く
い
の
か

と
い
う
問
い
に
は
、「
キ
ム
チ
と
味
噌
汁
は
教
会
で
出
し
て

く
れ
る
し
、
ご
宝
前
か
ら
お
ろ
し
た
ご
飯
も
あ
る
。
新
し
い

人
に
お
弁
当
の
こ
と
は
伝
え
ら
れ
な
い
の
で
、
そ
の
人
の
分

ま
で
よ
け
い
に
作
っ
て
持
っ
て
来
る
人
も
い
る
。
ラ
ー
メ
ン

も
ス
ト
ッ
ク
が
あ
る
か
ら
ラ
ー
メ
ン
を
つ
く
っ
た
り
も
す

る
」。

「
弁
当
は
家
で
作
っ
て
持
っ
て
く
る
。
た
ま
に
は
キ
ム
パ

フ
（
韓
国
式
の
り
巻
）
を
買
っ
て
持
っ
て
来
る
人
も
い
る
が
、

ほ
と
ん
ど
手
作
り
。
そ
う
す
る
と
朝
起
き
る
の
が
早
く
な

写真22　新しくなった道場の４階で，弁当持参で昼食をとる
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り
、
家
庭
で
こ
う
し
て
あ
あ
し
て
と
言
わ
れ
て
も
積
極
的
に
パ
ッ
パ
と
行
動
が
で
き
る
。
山
に
行
く
か
ら
弁
当
を
作
っ
て
、
と
言
わ

れ
た
ら
、
ぱ
っ
と
弁
当
が
出
来
る
。
日
頃
弁
当
を
作
っ
て
教
会
に
来
て
い
る
か
ら
」
と
い
う
。
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
夫
に
弁
当
を
持
た

せ
る
こ
と
は
今
は
一
般
的
で
は
な
く
、
子
ど
も
は
学
校
で
食
べ
る
の
で
、
弁
当
を
作
る
こ
と
は
家
庭
で
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。

弁
当
が
定
着
し
た
理
由
は
、
昼
食
を
作
る
当
番
の
負
担
が
軽
減
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。「
個
人
個
人
が
弁
当
を
持
っ
て
来
る
の
で
、

全
体
的
に
こ
し
ら
え
た
り
、
お
茶
碗
を
洗
っ
た
り
し
な
い
の
で
楽
」
で
あ
り
、「
も
う
前
み
た
い
に
当
番
で
作
る
気
は
あ
る
か
」
と

い
う
問
い
に
は
「
も
う
で
き
な
い
」
と
み
な
が
笑
い
な
が
ら
答
え
て
い
た
。
個
人
個
人
が
弁
当
を
持
っ
て
来
て
、
新
し
く
な
っ
た
教

会
の
最
上
階
で
見
晴
ら
し
の
よ
い
部
屋
で
、
お
か
ず
を
分
け
合
い
な
が
ら
食
べ
て
い
る
（
写
真
22
参
照
）。

「
道
場
当
番
の
回
数
は
以
前
と
変
わ
ら
な
い
が
、
お
昼
の
食
事
を
作
ら
な
く
て
よ
い
分
、
ご
供
養
に
入
れ
る
し
、
法
座
に
充
実
し

て
座
れ
る
。
修
行
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
」
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
昼
食
を
出
す
と
い
う
伝
統
仏
教
の
寺
の
習
慣
は
変
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
か
と
思
っ
た
が
、
リ
フ
ォ
ー
ム
を
機
に
、

弁
当
持
参
で
昼
食
の
準
備
に
時
間
を
と
ら
れ
な
く
な
り
、
供
養
を
す
る
、
法
座
に
座
る
と
い
う
本
来
の
修
行
の
場
と
し
て
の
あ
り
よ

う
が
強
化
さ
れ
た
。

以
上
、
み
て
き
た
よ
う
に
、
教
会
の
リ
フ
ォ
ー
ム
の
た
め
に
長
期
に
わ
た
っ
て
、
教
会
道
場
が
使
用
で
き
な
か
っ
た
こ
と
を
契
機

と
し
て
、
新
道
場
で
は
、
開
祖
・
脇
祖
の
写
真
の
戒
名
室
へ
の
移
動
、
本
尊
の
金
色
へ
の
塗
り
替
え
に
よ
っ
て
外
見
上
の
日
本
色
を

薄
め
、
韓
国
の
事
情
に
即
し
た
変
更
が
行
わ
れ
た
。
し
か
し
ま
た
、
伝
統
仏
教
の
習
慣
で
あ
る
寺
で
参
拝
者
に
昼
食
を
出
す
こ
と
は
、

弁
当
持
参
が
当
番
の
負
担
軽
減
に
な
る
こ
と
を
幹
部
た
ち
が
実
感
と
し
て
感
じ
た
た
め
、
味
噌
汁
、
キ
ム
チ
だ
け
に
簡
略
化
さ
れ
、
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修
行
道
場
と
し
て
の
内
実
に
合
う
か
た
ち
に
、
伝
統
仏
教
方
式
か
ら
脱
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
反
面
、
命
日
の
日
に
ち
を
日
本
の
本

部
に
合
わ
せ
た
こ
と
で
前
半
に
か
た
よ
り
、
一
般
信
者
に
と
っ
て
は
道
場
に
足
を
運
ぶ
回
数
を
減
少
さ
せ
た
。
韓
国
佼
成
会
で
は
青

年
部
を
除
き
、
ヨ
コ
の
組
織
で
あ
る
部
の
活
動
が
多
く
行
わ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
、
こ
れ
が
プ
ラ
ス
に
働
く
か
、
マ
イ
ナ

ス
に
働
く
か
は
今
後
を
み
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

お
わ
り
に

韓
国
佼
成
会
に
お
い
て
は
、
日
本
発
の
宗
教
が
韓
国
と
い
う
異
文
化
で
展
開
し
て
い
く
際
、
反
日
感
情
の
存
在
ゆ
え
に
意
識
的
に

日
本
的
な
部
分
を
稀
釈
し
、
さ
ら
に
現
地
の
伝
統
仏
教
の
様
式
を
採
用
す
る
こ
と
で
、
文
化
的
異
質
性
を
軽
減
し
よ
う
と
し
て
き
た
。

（
と
は
い
え
、
筆
者
が
み
る
限
り
に
お
い
て
は
、
韓
国
佼
成
会
は
か
な
り
日
本
的
な
雰
囲
気
を
か
も
し
だ
し
て
い
る
。）
ま
た
、
こ
れ

ま
で
検
討
し
て
き
た
よ
う
に
、
日
本
で
は
入
会
の
基
本
条
件
で
あ
る
総
戒
名
の
祀
り
こ
み
が
、
韓
国
に
お
い
て
は
非
常
に
抵
抗
が
あ

る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
こ
う
し
た
根
幹
に
か
か
わ
る
こ
と
は
、
総
戒
名
の
戒
名
室
へ
の
安
置
と
い
う
か
た
ち
で
、
状
況
適
合
的
に
工

夫
し
て
対
応
し
た
。
異
文
化
布
教
の
課
題
を
考
え
る
に
あ
た
っ
て
、
韓
国
の
場
合
、
通
常
の
課
題
以
外
に
、
反
日
感
情
の
存
在
と
い

う
特
別
の
課
題
が
あ
り
、
ま
た
、
隣
国
と
し
て
共
通
の
文
化
的
背
景
が
あ
る
や
に
も
み
え
る
が
、
総
戒
名
の
祀
り
こ
み
へ
の
抵
抗
を

は
じ
め
と
し
て
、
慣
習
も
ず
い
ぶ
ん
異
な
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
韓
国
佼
成
会
は
日
本
の
佼
成
会
の
教
え
や
儀
礼

の
根
幹
に
か
か
わ
る
こ
と
は
守
り
つ
つ
、
現
地
の
事
情
に
合
っ
た
工
夫
を
し
て
い
る
。
こ
れ
に
は
日
本
、
韓
国
の
両
国
の
文
化
を
理

解
し
、
言
葉
の
壁
も
越
え
た
李
福
順
、
李
幸
子
の
存
在
が
あ
れ
ば
こ
そ
、
現
地
信
者
の
ニ
ー
ズ
や
感
情
を
汲
み
あ
げ
て
い
る
と
思
わ
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れ
る
。

本
稿
で
は
、
儀
礼
や
儀
式
の
部
分
に
お
け
る
異
文
化
布
教
の
適
応
課
題
に
つ
い
て
考
察
し
た
。
現
地
信
者
の
信
仰
受
容
や
定
着
に

か
か
わ
る
課
題
に
つ
い
て
は
、
稿
を
あ
ら
た
め
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

注

（
１
）　

ブ
ラ
ジ
ル
に
お
け
る
日
系
新
宗
教
運
動
の
課
題
と
し
て
、
筆
者
は
Ⅰ
拡
大
課
題
群
、
Ⅱ
適
応
課
題
群
、
Ⅲ
定
着
課
題
群
、
Ⅳ
組
織
課
題
群
を
挙

げ
た
。
詳
し
く
は
、
渡
辺
二
〇
〇
一
、
八
─
一
二
頁
を
参
照
の
こ
と
。
本
稿
で
は
適
応
課
題
群
に
か
か
わ
る
も
の
を
扱
っ
て
い
る
。

（
２
）　

守
護
神
勧
請
の
た
め
に
は
、
本
尊
を
勧
請
し
た
導
き
の
子
が
五
家
以
上
な
い
と
い
け
な
い
が
、
こ
の
条
件
に
あ
て
は
ま
っ
て
も
す
べ
て
が
勧
請

す
る
わ
け
で
は
な
く
、
韓
国
佼
成
会
で
守
護
神
を
勧
請
し
た
の
は
、
李
家
（
教
会
長
宅
）
以
外
に
三
家
だ
け
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
親
戚
に
佼
成
会

幹
部
の
在
日
韓
国
人
が
お
り
、
日
本
式
、
神
道
形
式
の
も
の
に
抵
抗
が
な
い
家
で
あ
る
。

（
３
）　

伝
統
仏
教
の
場
合
は
、
提
灯
を
つ
る
す
場
所
（
外
の
境
内
か
ら
堂
内
）
に
よ
っ
て
布
施
の
金
額
は
ピ
ン
か
ら
キ
リ
ま
で
で
あ
る
。
伝
統
仏
教
の

寺
で
は
、
花
祭
り
の
時
の
提
灯
の
布
施
収
入
が
一
年
分
の
運
営
費
に
な
る
く
ら
い
で
あ
る
。

（
４
）　

提
灯
の
材
料
は
仏
具
屋
で
売
っ
て
い
る
の
で
、
手
作
り
す
る
。
花
の
下
に
お
札
を
ぶ
ら
下
げ
、
お
供
え
し
た
人
の
名
前
を
書
く
。
生
き
て
い
る

人
の
場
合
は
色
の
あ
る
提
灯
で
、
亡
く
な
っ
た
人
の
場
合
は
白
の
提
灯
で
あ
る
。
佼
成
会
で
は
提
灯
は
一
つ
三
万
ウ
ォ
ン
（
約
三
〇
〇
〇
円
）
で
、

翌
年
の
花
祭
り
ま
で
一
年
間
つ
る
す
。
提
灯
は
一
五
〇
〇
個
奉
納
さ
れ
、
み
な
会
員
か
ら
で
あ
る
。
佼
成
会
で
は
提
灯
の
布
施
は
運
営
費
の
一
部

と
な
る
。

（
５
）　

韓
国
の
主
な
仏
教
宗
派
に
は
、
曹
渓
宗
（
三
九
・
〇
％
）、
太
古
宗
（
三
一
・
〇
％
）、
天
台
宗
（
八
・
〇
％
）、
法
華
宗
（
五
・
六
％
）、
綜
和
宗
（
五
・

一
％
）、
一
乗
宗
（
〇
・
九
％
）、
が
あ
る
（
カ
ッ
コ
内
は
信
徒
総
数
比
、
一
九
八
三
年
）。
太
古
宗
の
み
、
妻
帯
を
認
め
て
い
る
。
最
大
宗
派
の
曹
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渓
宗
を
例
に
と
る
と
、
①
伝
統
的
戒
律
に
立
脚
し
て
結
婚
を
せ
ず
、
僧
侶
は
文
字
通
り
親
の
下
を
辞
し
て
仏
門
に
参
じ
た
人
々
で
あ
る
（
出
家
）。

②
寺
院
は
地
域
社
会
に
根
ざ
し
た
檀
家
制
度
を
も
た
ず
、
葬
礼
に
か
か
わ
る
菩
提
寺
の
機
能
を
も
っ
て
い
な
い
（
荼
毘
が
李
朝
以
来
の
人
々
の
習

慣
に
そ
ぐ
わ
な
い
こ
と
も
あ
っ
て
、
仏
教
は
ほ
と
ん
ど
葬
送
に
関
与
し
て
い
な
い
）。
③
人
々
が
招
福
除
災
・
来
世
往
生
を
祈
願
す
る
こ
と
に
変
わ

り
が
な
い
が
、
そ
れ
は
何
よ
り
も
日
々
の
生
活
局
面
で
展
開
さ
れ
る
日
常
の
信
仰
で
あ
る
。
④
人
々
は
足
繁
く
寺
に
通
い
、
大
雄
殿
（
仏
殿
）
に

跪
拝
す
る
。
⑤
休
日
と
も
な
れ
ば
、
終
日
、
人
々
は
仏
殿
や
境
内
に
集
ま
っ
て
、
近
し
い
僧
侶
を
訪
ね
る
。
勿
論
、
個
人
の
供
養
は
宗
教
に
関
係

な
く
、
盛
大
に
行
わ
れ
る
。
⑥
寺
院
は
信
徒
の
寄
進
を
主
財
源
と
し
て
い
る
。
僧
侶
が
労
働
に
た
ず
さ
わ
る
こ
と
は
な
い
。
寺
に
は
僧
侶
以
外
に

日
常
の
こ
と
を
す
る
独
身
信
徒
（
多
く
は
女
性
）
数
人
が
起
居
し
て
い
る
。
⑦
仏
教
は
中
高
年
、
女
性
層
に
支
持
さ
れ
て
き
た
伝
統
が
あ
る
。［
金

一
九
八
五
、一
九
六
─
二
〇
一
］

（
６
）　

不
遷
位
と
は
、
李
朝
時
代
と
く
に
功
績
の
あ
っ
た
臣
下
や
学
者
に
対
し
、
王
か
ら
永
代
祭
祀
を
認
め
ら
れ
た
も
の
を
い
う
。［
伊
藤
一
九
八
五
：

一
一
五
］

（
７
）　

族
譜
に
は
、
始
祖
以
下
判
明
し
う
る
父
系
子
孫
の
名
（
字
・
号
・
諡
を
含
む
）、
生
年
月
日
、
官
位
、
事
蹟
、
没
年
月
日
、
墓
の
位
置
、
妻
の
父

や
官
職
の
あ
る
祖
先
の
貫
姓
や
官
位
、
妻
の
墓
の
位
置
な
ど
が
整
然
と
記
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
女
性
は
既
婚
者
の
み
、
そ
の
夫
の
貫
姓
と
息
子

の
名
、
娘
の
数
が
記
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
女
性
本
人
の
名
は
ど
こ
に
も
書
か
れ
て
い
な
い
。
族
譜
は
ほ
ぼ
一
世
代
ご
と
に
改
訂
版
が
出
さ

れ
る
。［
伊
藤
一
九
八
五
：
一
一
五
］

（
８
）　

伝
統
仏
教
で
は
写
真
を
宝
前
に
飾
る
こ
と
は
な
い
。
た
だ
し
円
仏
教
で
は
宝
前
に
向
か
っ
て
右
の
横
の
壁
に
創
設
者
の
写
真
を
掲
げ
て
あ
る
。

　
　
　

円
仏
教
は
一
九
一
六
年
に
朴
重
彬
に
よ
っ
て
創
立
さ
れ
た
宗
教
で
、「
○
」
と
象
徴
さ
れ
る
法
身
仏
一
円
相
を
信
仰
対
象
と
し
て
い
る
。
教
化
、

教
育
、
慈
善
の
三
大
事
業
を
積
極
的
に
推
進
し
て
い
る
。

（
９
）　

教
会
長
の
李
福
順
は
黒
い
礼
服
に
つ
い
て
、「
い
く
ら
隠
し
て
も
日
本
か
ら
の
宗
教
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
な
ら
、
ザ
ッ
ク
バ
ラ
ン
に
出
し
た
ほ

う
が
よ
い
。
グ
レ
ー
の
韓
国
式
の
服
に
変
え
て
も
、
妙
佼
先
生
の
写
真
に
着
物
を
や
め
て
洋
服
を
着
せ
た
よ
う
な
も
の
だ
」
と
述
べ
て
い
る
。

（
10
）　

教
会
は
六
の
つ
く
日
と
日
曜
日
（
命
日
に
あ
た
っ
た
場
合
は
開
け
る
）
は
基
本
的
に
休
み
で
あ
る
が
、
そ
れ
以
外
は
毎
日
開
い
て
い
る
。
教
会

が
開
い
て
い
る
日
は
、
三
支
部
が
分
担
し
て
道
場
当
番
を
担
当
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
毎
月
お
よ
そ
七
日
間
は
自
分
が
所
属
す
る
支
部
の
当
番
と

な
る
。
宝
前
の
「
お
役
」
が
三
人
、
戒
名
室
の
当
番
が
一
人
、
放
送
の
「
お
役
」
が
一
人
に
支
部
長
で
あ
る
。
宝
前
の
「
お
役
」
と
は
、
宝
前
を
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整
え
て
、
飯
水
茶
の
給
仕
を
し
、
花
を
き
れ
い
に
整
え
、
朝
一
〇
時
に
始
ま
る
供
養
で
、
導
師
（
主
任
ク
ラ
ス
）
と
脇
導
師
（
二
人
、
組
長
ま
た

は
班
長
）
を
す
る
役
で
あ
る
。
導
師
、
脇
導
師
は
交
代
交
代
で
行
う
。
自
分
の
支
部
が
担
当
の
場
合
は
、
支
部
会
員
は
応
援
に
出
る
。
午
後
は
戒

名
室
で
の
総
戒
名
の
祀
り
こ
み
と
安
置
の
ほ
か
、
総
供
養
、
追
善
供
養
、
水
子
供
養
な
ど
が
毎
日
一
件
か
二
件
あ
る
。

（
11
）　

リ
フ
ォ
ー
ム
中
に
、
教
会
道
場
と
い
う
場
が
な
く
な
っ
て
、
足
が
遠
の
く
人
も
相
当
数
出
た
。
ま
た
、
三
支
部
あ
っ
た
が
、
支
部
長
の
力
量
が

明
白
に
な
っ
た
と
い
う
結
果
も
生
ん
だ
。
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駒
沢
大
学
『
文
化
』
二
三
号
、
四
三
─
六
四
頁
。

金

泰
（
沖
本
克
己
監
訳
）、
一
九
八
五
、『
韓
国
仏
教
史
』
禅
文
化
研
究
所
。

崔
吉
城
、
一
九
八
四
、『
韓
国
の
シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム
─
─
社
会
人
類
学
的
考
察
』
弘
文
堂
。

崔
吉
城
（
重
松
真
由
美
訳
）、
一
九
九
二
、『
韓
国
の
祖
先
崇
拝
』
御
茶
の
水
書
房
。

崔
吉
城
、
一
九
九
七
、「
韓
国
の
儒
教
と
巫
俗
に
お
け
る
喪
と
死
穢
」、
孝
本
貢
ほ
か
編
『
家
族
と
死
者
祭
祀
』
早
稲
田
大
学
出
版
部
、
一
六
一
─
一
八
八

頁
。

崔
吉
城
、
二
〇
〇
四
、「
韓
国
に
お
け
る
祖
先
崇
拝
の
歴
史
と
現
状
─
─
男
児
選
好
の
問
題
を
中
心
に
」、
池
上
良
正
ほ
か
編
『
岩
波
講
座　

宗
教　

第
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六
巻　

絆
』
岩
波
書
店
。

佐
々
木
典
子
、
二
〇
〇
〇
、「
現
代
家
族
の
変
動
」、
小
林
孝
行
編
『
変
貌
す
る
現
代
韓
国
社
会
』
世
界
思
想
社
、
二
五
─
四
三
頁
。

曺
恩
、
一
九
八
八
、「
産
業
化
と
新
家
父
長
制
─
─
女
性
の
適
応
と
葛
藤
」、
韓
国
社
会
学
会
編
（
小
林
孝
行
訳
）『
現
代
韓
国
社
会
学
─
─
韓
国
社
会
、

ど
こ
へ
向
か
っ
て
い
る
の
か
』
新
泉
社
、
一
八
二
─
二
〇
〇
頁
。

李
元
範
ほ
か
、
二
〇
〇
五
、「
韓
日
宗
教
の
相
互
受
容
実
態
に
関
す
る
調
査
─
─
韓
国
に
進
出
し
て
い
る
日
本
新
宗
教
の
実
態
─
─
」（
テ
ー
マ
セ
ッ
シ
ョ

ン
２
）、『
宗
教
と
社
会
』
一
一
号
、
一
八
五
─
二
〇
四
頁
。

渡
辺
雅
子
、
二
〇
〇
一
、『
ブ
ラ
ジ
ル
日
系
新
宗
教
の
展
開
─
─
異
文
化
布
教
の
課
題
と
実
践
』
東
信
堂
。

渡
辺
雅
子
、
二
〇
〇
五
、「
韓
国
に
お
け
る
立
正
佼
成
会
の
展
開
過
程
─
─
日
本
宗
教
で
あ
る
こ
と
の
困
難
と
在
日
韓
国
人
に
よ
る
現
地
韓
国
人
布
教
」、

『
明
治
学
院
大
学　

社
会
学
・
社
会
福
祉
学
研
究
』
一
一
九
号
、
三
五
─
一
〇
〇
頁
。

付
記

韓
国
立
正
佼
成
会
の
教
会
長
李
福
順
氏
、
総
務
部
長
李
幸
子
氏
、
支
部
長
金
美
慶
氏
、
文
書
部
長
兼
支
部
長
成
淑
姫
氏
を
は
じ
め
と
し
て
、
聞
き
取
り

に
応
じ
て
く
だ
さ
っ
た
方
々
に
感
謝
の
意
を
表
す
る
も
の
で
あ
る
。

本
稿
は
、
二
〇
〇
八
年
度
明
治
学
院
大
学
社
会
学
部
付
属
研
究
所
一
般
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
日
本
宗
教
の
異
文
化
布
教
に
関
す
る
社
会
学
的
研
究
」（
研

究
代
表
者
渡
辺
雅
子
）
に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。


